
        
            
                
            
        

    











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　悠ゆう馬まと出で会あったのがいつかなんて、はっきりとは覚おぼえてない。

　生うまれたときからおとなり同どう士しで、気きづいたときには、そばにいた。

　幼よう稚ち園えんも、児じ童どう館かんも、近きん所じょの探たん検けんに行いくときだって、いっしょ。

　ご近きん所じょさんに、

『本ほん当とうのきょうだいみたいね』

なんて言いわれて、どっちが年とし上うえかなんてケンカしたりもした。

　私わたしのお姉ねえちゃんは六歳さい離はなれていて、お姉ねえちゃんとより、悠ゆう馬まと過すごすことのほうが多おおかったんだ。

　それでもきっと、私わたしが少しょう女じょマンガや恋れん愛あい小しょう説せつが好すきなのは、お姉ねえちゃんの影えい響きょう。

　お姉ねえちゃんのおさがりの本ほんを読よんで、育そだったから。

　本ほんの中なかの主しゅ人じん公こうたちは、みんな恋こいをしてキラキラしていた。

　王おう子じ様さまみたいな男おとこの子こに恋こいをして、いろんな困こん難なんを乗のり越こえながら、成せい長ちょうして、そして結むすばれる。

　そんな姿すがたに憧あこがれた。

　私わたしがそんな想おもいを話はなすと、

『バッカじゃねーの』

って悠ゆう馬まが言いうから、またケンカになったりもした。

　だけどずっといっしょに育そだってきたせいかな。

　ケンカしても、次つぎの日ひには、いつだって仲なか直なおりできた。

　悠ゆう馬まのことを一いち番ばん理り解かいしているのは私わたしだし、私わたしのことを一いち番ばん理り解かいしているのは悠ゆう馬まなんだ。
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「悠ゆう馬まっ、悠ゆう馬まっ！　聞きいてー！」

　小しょう学がく五年ねん生せいのとき、私わたしは文ぶん化か祭さいの劇げきで、主しゅ役やくをすることになった。

　白しら雪ゆき姫ひめの役やく。

　そう、あのプリンセスだ！

　クラスの女じょ子しから「千ち帆ほちゃんハキハキしてるし、いいんじゃない？」って言いわれて引ひき受うけちゃった。

　あんな、キラキラの代だい表ひょう格かくのような、人じん物ぶつを演えんじられるなんて、本ほん当とうに嬉うれしい！

　あんまり嬉うれしかったものだから、私わたしは帰かえってすぐに、悠ゆう馬まの家いえへと向むかった。

「ねぇねぇすごいでしょ!?　すごいって言いって！」

「はいはい、すごいすごい」

「もー！　ハートがこもってなーい！」

　サッカー帰がえりの悠ゆう馬まは、ごはんを食たべながら適てき当とうに言いう。


[image: ]



　私わたしはソファの背せもたれにボスッと背せ中なかを預あずけて、抗こう議ぎした。

　悠ゆう馬まははしを止とめて、なんだか気きむずかしそうな顔かおをする。

「お前まえさ、白しら雪ゆき姫ひめって、あの……」

「ん？」

　悠ゆう馬まのほうに顔かおを向むけるけど、視し線せんをさまよわせて、目めが合あわない。

「もー、なに？」

「いやあの……。白しら雪ゆき姫ひめって……、キスシーン、があるんじゃねーの」

　悠ゆう馬まの声こえはだんだん小ちいさくなっていって、聞きき取とるのがやっとだった。

　キス？？？

　私わたしはしばらく考かんがえて、ぷっと吹ふき出だしてしまった。

「あるけど、フリだけに決きまってるじゃん！　悠ゆう馬まったら、なに考かんがえてんの～？」

　おかしくて、思おもわず悠ゆう馬まの背せ中なかをバシバシ叩たたいちゃった。

　悠ゆう馬まは「やめろ！」と手てを振ふりはらってくる。

「まったくも～、悠ゆう馬まはオ・コ・チャ・マなんだから～」

「はぁ!?　俺おれのどこがオコチャマなんだよ！」

「そういうところだよ～」

　おっかしいの！

　男だん子しって、いつまで経たっても、子こどもなんだから！




　文ぶん化か祭さいの劇げきの練れん習しゅうが始はじまって、しばらくしたある日ひ。

　その日ひも、劇げきの練れん習しゅうで、遅おそくなっちゃった。

　多た目もく的てき室しつのかぎを返かえして、かばんを取とりに、一人ひとりで教きょう室しつへと向むかっていた。

　そのとき。

「──でもさぁ。前まえ田だは、ないよな」

　聞きこえてきた男だん子しの声こえに、足あしを止とめた。

　前まえ田だって、私わたしのこと……？

　そっと階かい段だんの下したに近ちか寄よると、何なん人にんかの男だん子しが、階かい段だんの上うえで話はなしてるようだった。

「まあな～。あんまり『姫ひめ』って柄がらじゃねえよな」

「ほんとほんと。だってあいつ、めっちゃ平へい凡ぼんじゃん」

　その会かい話わに、私わたしは心しん臓ぞうを握にぎりつぶされたようだった。

　鼓こ動どうが速はやくなって、手てが震ふるえる。

　うまく息いきができなくて、立たちすくんでいた。

　劇げきについてのことだから、きっと、うちのクラスの男だん子しだ。

　動うごけずにいる間あいだに、話はなしていた男だん子したちは、帰かえっていった。

　私わたしはゆっくりとしゃがみ込こむ。

　──そっか。そうなんだ。

　私わたしは『主しゅ人じん公こう』には、ふさわしくない。

　ガラスの靴くつも、だれもが聞きき惚ほれるような歌うた声ごえも、持もっていない。

　私わたしなんて、平へい凡ぼんだもんね。

『お姫ひめ様さま』なんて……ましてや『運うん命めいの恋こい』に憧あこがれるなんて、似に合あわないんだ。

　一いち度どしゃがみ込こんでしまったら、立たち上あがれなくなってしまった。

　膝ひざに顔かおをうずめて、なにも考かんがえられない。

　どれくらいそうしていただろうか。

　校こう内ないはもう静しずまり返かえっていて、みんな帰かえっちゃったみたい。

　私わたしもいつまでも、こうしてるわけにはいかない。

　だけど、立たち上あがれずにいた。

　どうしよう……。こんな気き持もちで、家いえに帰かえれないよ……。

　そのときだった。

　足あし音おとがして、誰だれかが近ちかづいてきた。

　先せん生せいかな？　早はやく帰かえれって怒おこられちゃうかも……。

　そう思おもったけど、現あらわれたのは悠ゆう馬まだった。

「千ち帆ほ！」

　悠ゆう馬まは額ひたいに汗あせを浮うかべて、息いきを切きらしていた。

　私わたしはなにも言いえず、悠ゆう馬まを見み上あげた。

「お前まえ、こんな時じ間かんまでなにしてんだよ！　おばさんも心しん配ぱいしてたぞ!?」

「悠ゆう馬ま……」

　情なさけない声こえが出でちゃった。

　安あん心しんしたんだ。

　だれにも会あいたくないはずだったのに、悠ゆう馬まなら安あん心しんできる。

　ほっとしたら、さっきまでがまんできてたはずの涙なみだが、ぽろっとこぼれちゃった。

「おい、どうしたんだよ、千ち帆ほ。どっか痛いたいのか？」

「ううん、大だい丈じょう夫ぶ」

　なんでかな？

　悠ゆう馬まの顔かおを見みたら、もう大だい丈じょう夫ぶだって思おもえたんだ。

　私わたしは、ごしごし目めをこすった。

　悠ゆう馬まは私わたしの手てを取とって、立たち上あがらせてくれる。

「歩あるけるか？　とりあえず、帰かえろうぜ」

「うん」

　右みぎ手てはつながれたまま。悠ゆう馬まは一いっ歩ぽ先さきを歩あるいていく。

　たぶん、泣ないたせいで私わたしの目めが赤あかくなってたから、見みないふりをしてくれてるんだろうな。

「……あのね。私わたし、白しら雪ゆき姫ひめ役やく、降おりようかなって」

「はぁ？　なんでだよ。あんなに喜よろこんでたじゃねえか」

「だって……」

　私わたしは『主しゅ人じん公こう』じゃないから。
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　──前まえ田だは、ないよな。




　さっき言いわれたことが、耳みみに聞きこえてきたような気きがして、私わたしは首くびを振ふった。

「ほ、ほらっ、私わたし、あんまりお姫ひめ様さまって柄がらじゃないかなぁって！　主しゅ人じん公こうっぽくないかなって……」

　自じ分ぶんで言いってて、悲かなしくなってきた……。

　ずっとかんちがいして、浮うかれていた自じ分ぶんが、恥はずかしい。

　人ひとから言いわれるまで、気きづかなかったなんて……。

『主しゅ人じん公こう』っていうのは、ほのちゃんみたいな子こをいうんだ。

　私わたしの親しん友ゆうのほのちゃんは、本ほん当とうにかわいい。

　おしとやかで、女おんなの子こらしくって、おとぎ話ばなしのお姫ひめ様さまにぴったりだ。

「…………お前まえはちゃんと、主しゅ人じん公こうだよ」

　悠ゆう馬まは足あしを止とめていた。

　くるっと振ふり返かえった顔かおは、夕ゆう陽ひのせいかな？　ちょっと赤あかくなっていて。

　その真しん剣けんな表ひょう情じょうに、私わたしは目めを見み張はった。

「俺おれにはお前まえがちゃんと、白しら雪ゆき姫ひめに見みえるよ。だから、そんなこと言いうな」

　それだけ言いうと、悠ゆう馬まはまた前まえを向むいて、歩あるき出だしてしまう。

　手ては繫つながれたままだから、私わたしは引ひっぱられてしまって。

　……びっくりしちゃった。

　悠ゆう馬まが私わたしのことを、そんな風ふうに言いってくれるなんて。

　悠ゆう馬まは黙だまって、私わたしの一いっ歩ぽ先さきを歩あるく。

　照てれくさいのか、悠ゆう馬まの背せ中なかは「なにも言いうなよ」って言いってるみたいで。

　……そっか。悠ゆう馬まには、私わたし、お姫ひめ様さまに見みえるんだ。

「ふふっ」

「～～笑わらうなよ！　恥はずかしいこと言いったとは、思おもってるんだから」

「ううん、ありがと」

　それだけで、充じゅう分ぶんだ。

　あんなに沈しずんでいた心こころが、悠ゆう馬まの一ひと言ことで、あっという間まに浮うかんできちゃった。

　悠ゆう馬まは、魔ま法ほう使つかいだったのかな？

　ちゃんと努ど力りょくを認みとめて、期き待たいしてくれる人ひとがいる。

　それなら、最さい後ごまでがんばらなきゃいけない。

『白しら雪ゆき姫ひめ』の役やくを降おりるのは、その期き待たいを裏うら切ぎることになっちゃうから。

　私わたしだって、一いち度どやると決きめたことは、ちゃんとやりきらなきゃ。

「私わたし、劇げき、がんばるね」

「おう、ちゃんと見みてるから」

「ふふっ、ありがとう」

　うん、大だい丈じょう夫ぶだ。

　悠ゆう馬まが見みていてくれるなら、がんばれるって。

　私わたしはそのとき、思おもったんだ！
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　その後ごの話はなし。

　私わたしは文ぶん化か祭さいで、無ぶ事じに白しら雪ゆき姫ひめを演えんじ切きることができた。

　裏うら方かたで照しょう明めい係がかりをやっていたほのちゃんも、すっごく褒ほめてくれて、私わたしはあのとき諦あきらめなくて良よかったなぁって思おもっていたんだ。

　でも！

　主しゅ人じん公こうになるのは、もうおしまい！

　自じ分ぶんの身みのほどは、もうわかってる。

　私わたしに似に合あうのは、『友ゆう人じんＡエー』。ヒロインを応おう援えんするのがお似に合あいだ。

　なんてったって、ほのちゃんっていうヒロインが、そばにいる！

　ほのちゃんのとなりで、地じ味みキャラでも、楽たのしく過すごせていけたらなって思おもったんだ。




　ずっと後あとになって、私わたしはこのときに決きめたことを、悠ゆう馬まに笑わらわれることになる。

　だけど、そんなことには、まだぜんぜん気きづいていなかった。
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　風かぜがふわっと吹ふいて、桜さくらの花はなびらが舞まい散ちる。

　薄うす紅べにの間あいだから晴はれた空そらが見みえて、色いろ合あいのきれいさに、私わたしは目めを奪うばわれてしまった。


ピリリリッ



　スマホの着ちゃく信しん音おんに、はっとなった。

「もしもし、悠ゆう馬ま？　部ぶ活かつ終おわった？」

『うん。公こう園えん着ついたんだけどさ、花はな見み客きゃく、多おおすぎじゃね？　みんなどこいんの？』

「うーん、ちょっと説せつ明めいしづらいかも……。迎むかえに行いくよ。いま、入いり口ぐち？」

『あぁ、よろしく』

　電でん話わを切きって、私わたしは立たち上あがった。

　今日きょうは、前まえ田だ家け・坂さか木き家けの、合ごう同どうのお花はな見み。

　家か族ぞくぐるみの付つき合あいがある、うちと悠ゆう馬まの家いえは、よくいっしょに出でかけたり、ごはんに行いったりするんだ。

　毎まい年とし恒こう例れいのお花はな見みだけど、今日きょうは悠ゆう馬まが午ご前ぜん中ちゅうは部ぶ活かつだった。

　終おわってから合ごう流りゅうってことだったんだけど、日にち曜よう日びの公こう園えんはすごい人ひとだかり。

　悠ゆう馬まが一人ひとりで、ここまで来くるのは難むずかしそう。

　花はな見み客きゃくをかき分わけながら、ぼんやりと考かんがえた。

　中ちゅう学がくに入はいって、一年ねんが経たった。

　その間あいだに、私わたしの親しん友ゆうのほのちゃんには、村むら瀬せ先せん輩ぱいという彼かれ氏しができた。

　ほのちゃんは、すっごくかわいい。

　おとなしくて、女おんなの子こらしくって、やっぱりいまでも私わたしの憧あこがれの存そん在ざいだ。

　ほのちゃんが、私わたしとなかよくしてくれているなんて、すっごく嬉うれしい。

　初はつ恋こいが実みのったほのちゃんは、さらにかわいくなった。

　そんなほのちゃんを近ちかくで見みられて、私わたしは幸しあわせ！

　村むら瀬せ先せん輩ぱいは三年ねん生せいだから、ほのちゃんは一年ねん間かんだけしか、同おなじ校こう舎しゃで過すごせなかった。

　だけど、離はなれていても心こころは結むすばれている、って二人ふたりはその困こん難なんを乗のり越こえている。

　この春はるから離はなれ離ばなれになったけど、春はる休やすみ中ちゅうもデートをしていて、楽たのしそう。

　あぁ……すてきだなぁ。

　やっぱりヒロインには、王おう子じ様さまがついてるんだ。

　そう考かんがえたところで、公こう園えんの入いり口ぐちが見みえてきた。

　振ふり向むいた悠ゆう馬まと、目めが合あう。

「千ち帆ほー、おっせーよ」

「迎むかえに来きてあげたんだから、文もん句く言いわない！」

　こんなことを言いい合あってるけど、私わたしも悠ゆう馬まも笑わらってる。

　生うまれたときから、いっしょにいるんだ。こういう軽かる口くちも、慣なれたものだ。

　二人ふたりで並ならんで、お母かあさんたちのところへと向むかう。

　満まん開かいの桜さくらを見み上あげた。

「部ぶ活かつ、午ご前ぜん中ちゅうだけでよかったね」

「あぁ。来らい週しゅうだったら、もう散ちり始はじめてるだろうからな」

　さらっと言こと葉ばが返かえってくる。

　なにを言いいたいのか、全ぜん部ぶ言いわなくてもわかってくれるのは、さすが幼おさななじみって感かんじ。

　横よこ目めで悠ゆう馬まを見みてみた。

　部ぶ活かつの後あとだから、ジャージ姿すがただ。

　部ぶ活かつ用ようのかばんも提さげたままで、本ほん当とうに終おわってすぐに来きてくれたみたい。

　毎まい年とし恒こう例れいのお花はな見みだもんね。これがなきゃ、春はるは始はじまらない！

「えへへー」

「なんだよ急きゅうに」

「今こ年としも、またいっしょにお花はな見みできて、嬉うれしいな～って。なんだかんだで、悠ゆう馬まもお花はな見み、楽たのしみにしてくれてたんでしょ？」

　私わたしが顔かおをのぞき込こむようにして言いうと、悠ゆう馬まはふいっと顔かおを背そむけた。

　どうしたんだろ？

「お前まえなぁ、ノーテンキに、そんなこと言いってんじゃねーよっ」

　そう言いいながら、デコピンしてくる。

「いったーい！　なにするの！」

「千ち帆ほがマヌケ面づらしてるからだよ～」

　前ぜん言げん撤てっ回かい！

　悠ゆう馬まなんてこうだ！

　私わたしは悠ゆう馬まの背せ中なかをぽかぽか叩たたいた。

　いててと言いうけど、自じ業ごう自じ得とくだぞー！

　ふいに悠ゆう馬まが、まじめな顔かおになった。

「おい千ち帆ほ、ちょっとじっとしてろ」

「なに？」

　悠ゆう馬まは私わたしのほうに向むき直なおると、手てを伸のばしてきた。

　その手てが、私わたしの髪かみに触ふれる。

「ほら、花はなびら付ついてたぞ」

　そう言いう悠ゆう馬まの手てには、桜さくらの花はなびらがあった。
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　差さし出だされた花はなびらを、思おもわず受うけ取とる。

「ぜんぜん気きづかなかった。ありがと」

「うん」

　そのまま悠ゆう馬まは、前まえに向むき直なおってしまう。

　私わたしは花はなびらをじっと見みつめた。

　そのときだった。

「見みて。あの子こたち、かわいいカップル」

　そんな声こえが聞きこえてきた。

　振ふり向むくと、大だい学がく生せいくらいのカップルが、こっちを見みていた。

　私わたしたちのことを見みて、くすくす笑わらいながら歩あるいていってしまう。

「カップルって……。そんなわけないのにね～。私わたしと悠ゆう馬まがカップルなんて、絶ぜっ対たいにありえないのに！」

　どこをどう見みたら、そうなるんだろ！

「ねっ、悠ゆう馬ま！」

　私わたしは笑わらいながら、悠ゆう馬まの背せ中なかを軽かるく叩たたいた。

　だけど、悠ゆう馬まからの返へん事じはない。

　悠ゆう馬まの顔かおをのぞき込こむと、なぜだかむすっとしていた。

「悠ゆう馬ま？　どしたの？」

「……なんでもねーよ！　早はやく母かあさんたちのとこ行いくぞ」

　そう言いって、すたすた歩あるいていってしまう。

「あっ、待まってよー！」

　急きゅうにどうしたんだろ？

　変へんなの～。

　そのあとのお花はな見みでも、悠ゆう馬まはずっと不ふ機き嫌げんなままで、結けっ局きょく理り由ゆうを聞きくことはできなかった。
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　でも、悠ゆう馬まが合ごう流りゅうしてからは、お父とうさんもお母かあさんも大おお盛もり上あがり！

　悠ゆう馬まのおじさんもおばさんも、すっごくテンションが高たかくて、歌うたい出だそうとするのを止とめるのが大たい変へんだった……。

「あ～、楽たのしかった～」

　家いえに帰かえりついて、ソファに倒たおれ込こむお母かあさん。

　もう、はしゃぎすぎだよ～。

　お母かあさんがうつぶせのまま、上じょう半はん身しんを起おこして、私わたしを見み上あげてくる。

「でも、あなたたちといっしょに、こうしてはしゃげるのも、今こ年としで終おわりかもね」

「え、なんで？」

　たしかに、大だい学がく進しん学がくで東とう京きょうに行いっちゃったお姉ねえちゃんは、参さん加かしてなかったけど、来らい年ねんは私わたしたちはまだ中ちゅう三だ。

　高こう校こうだって、家いえから通かよえるとこに行いくと思おもうし、会あえなくなるなんてことはない。

「だってあなたたちも、もう中ちゅう学がく二年ねん生せいじゃない。お年としごろでしょ？　特とくに悠ゆう馬まくんみたいな男だん子しは、女じょ子しといっしょに行こう動どうするとか、もうそろそろ恥はずかしいんじゃない？」

　言いわれた意い味みが、わからなかった。

　私わたしは寝ねころがっているお母かあさんのもとに、バッとしゃがみこんだ。

「それって、悠ゆう馬まが私わたしといっしょにいるのを、もうやめたいかもってこと!?」

「え？　それはわからないけど、学がっ校こうであんまりいっしょにいると、同どう級きゅう生せいにからかわれるんじゃない？」

　がく然ぜんとした。

　そういえば、今日きょうのお花はな見みで花はなびらを取とってもらったとき、悠ゆう馬まは人ひとに見みられて不ふ機き嫌げんになってたよね……。

　私わたしは立たち上あがって、よろよろとドアのほうへと向むかう。

「ちょっと千ち帆ほ、大だい丈じょう夫ぶ？」

「大だい丈じょう夫ぶ……。お風ふ呂ろ入はいってくるね……」

　その日ひ、私わたしはなかなか寝ねつけなかった。
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　新しん学がっ期きが始はじまった。

　二年ねん生せいになって、今日きょうはクラス分わけが発はっ表ぴょうされる日ひ。

「いっしょのクラスになれるといいね」

「そうだね……」

　ほのちゃんの言こと葉ばに、私わたしはどんより返へん事じをする。

　これから、発はっ表ぴょうを見みに行いくところ。

　毎まい年とし、ドキドキわくわくなはずなのに、私わたしの気き持もちは沈しずんでいる。

「千ち帆ほちゃん、どうしたの？　元げん気きないよ？」

　ほのちゃんが、私わたしの顔かおをのぞき込こんで、そう尋たずねてきた。

「なんていうか、いろいろ考かんがえちゃって……」

「なにか悩なやみごと？　よかったら、話はなし聞きくよ？」

「うん……でも、うまく言こと葉ばにできないっていうか」

　自じ分ぶんでも、なんでこんなに落おち込こんでるのか、わかんないんだ。

　あ、そっか。

　去きょ年ねん、お姉ねえちゃんが東とう京きょうに行いっちゃったときも、しばらく慣なれなかったもん。

　きょうだいみたいな存そん在ざいの悠ゆう馬まと、距きょ離りができるかもって聞きいたんだから、そりゃあへこむよね、うん。

「……そっか。そういうことか！」

「えっ、なに？」

「ううん、悩なやみごと、解かい決けつしたかも！　ほのちゃん、ありがとね！」

「わたしはなにもしてないけど、でも、解かい決けつしてよかったね」

　あ～、すっきりした！

　これで心こころ置おきなく、クラス替がえを見みに行いける！
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　掲けい示じ板ばんの前まえには、人ひとだかりができていた。

「あっ、ほのちゃん、私わたしたち、二組くみだよ！　今こ年としも同おなじクラスだ！」

「ほんとだ！　よかったね」

　二年ねん生せいでは修しゅう学がく旅りょ行こうもあるし、ほのちゃんと同おなじクラスでよかった！

「げー、千ち帆ほと同おなじクラスかよ」

　そんな声こえが聞きこえて、振ふり返かえるとそこには悠ゆう馬まがいた。

　私わたしはもう一いち度ど、掲けい示じ板ばんを見みてみた。

　二組くみのまん中なかあたりに、たしかに悠ゆう馬まの名な前まえがある。

「『げー』じゃないでしょ、『げー』じゃ。本ほん当とうは嬉うれしいくせに～」

　嫌いやそうな顔かおをしている悠ゆう馬まのわき腹ばらに、ひじをぐりぐり押おし込こむ。

　あっ、こういうのが、ダメなのかな。

　と、あわてて腕うでを引ひっ込こめる。

「とにかく！　二人ふたりとも、一年ねん間かん、よろしくね！」

「おう」

「うん！」

　幸さい先さきいいな。

　楽たのしい一年ねん間かんになりそう！

「お、天てん神じんも同おなじクラス？」

　悠ゆう馬まはそう言いいながら、離はなれていく。

　ふとそのとき、ほのちゃんの様よう子すがおかしいことに、気きがついた。

「ほのちゃん、どうかした？」

「いや、えっと……。天てん神じんくんも、同おなじクラス、なんだね……」

「みたいだね。ほら」

　私わたしは掲けい示じ板ばんを指ゆび差さした。

　となりを見みると、ほのちゃんは、なんだか気きまずそうな顔かおをしている。
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「どうかした？」

　私わたしが声こえをかけると、ほのちゃんは、はっとした。

「なんでもないよ！　教きょう室しつ行いこっ」

　そう言いって、ほのちゃんが私わたしの背せ中なかを押おす。

　気きになったけど、そのときは聞きけなかった。
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　その日ひの放ほう課か後ごは、ほのちゃんは村むら瀬せ先せん輩ぱいとデートだってことで、急いそいで帰かえっていった。

　それで私わたしは図と書しょ室しつに寄よっていこうと思おもって、教きょう室しつでバイバイしたんだ。

　新しん学がっ期き初しょ日にちから、本ほんを借かりようとする生せい徒とは少すくないみたいで、新しん刊かんをいっぱい借かりることができた。

　春はる休やすみの間あいだに、司し書しょの先せん生せいが、たくさん本ほんを入いれてくれてたみたい。

「ふぅ、遅おそくなっちゃった」

　残のこってる生せい徒とは、もうほとんどいないみたいで、校こう内ないは静しずまり返かえっている。

　なんだか、小しょう学がく生せいのときのことを思おもい出だしちゃうな。

　私わたしじゃヒロインになれないんだと思おもって、落おち込こんだときのこと。

　あのときは、悠ゆう馬まのおかげで立たち上あがれたんだよなぁ。

　そう思おもいながら、靴くつ箱ばこを開あけた。

「……うん？」

　なんか変へんなものが見みえたような？

　封ふう筒とうのような……。

　思おもわす靴くつ箱ばこを閉とじちゃったけど、もう一いち度ど開あけてみる。

　見みまちがえなんかじゃない。

　たしかにある。

「こっ、これは……！」

　マンガで見みたことある！

　靴くつ箱ばこに入はいってる手て紙がみといえば！

「ラブレター!?」

　思おもわず叫さけんだ声こえが、だれもいない昇しょう降こう口ぐちに、こだました。
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　こんな……。

　こんなマンガみたいなことが、私わたしの身みにも起おきるなんて！

　私わたしは手て紙がみが曲まがらないように、本ほんの間あいだにはさむと、ダッシュで家いえへと向むかった。

　家いえの手て前まえに差さしかかると、ちょうど門もんを開あけようとしていた悠ゆう馬まの姿すがたが目めに入はいった。

「あっ、悠ゆう馬ま！　ゆうまゆーま悠ゆう馬ま!!」

　部ぶ活かつ帰がえりのようで、ジャージ姿すがただった。

　私わたしは悠ゆう馬まの腕うでを掴つかむと、いっしょに悠ゆう馬まの家いえに上あがり込こんだ。

「おい、なんだよ？」

「いいから！　ちょっと来きて！」

　私わたしは二階かいの悠ゆう馬まの部へ屋やへと、悠ゆう馬まを引ひっぱっていった。

　バタンとドアを閉しめて、一ひと息いきつく。

「で、なんだよ。強ごう引いんに連つれてきて」

　悠ゆう馬まは床ゆかに座すわり込こんで、かばんを下おろしていた。

　私わたしはその前まえに、ばっとしゃがみこんだ。

「見みて！　これ！」

　本ほんの間あいだにはさんでおいた手て紙がみを、私わたしは悠ゆう馬まの目めの前まえに突つき出だした。

　悠ゆう馬まはまばたきをして、それを見みている。

「なんだよ、これ」

「私わたしの靴くつ箱ばこに入はいってたの！　すごくない!?　ラブレターだよ！」

　私わたしは手て紙がみを、ぎゅっと抱だきしめた。

　ヒロインになんて、なれなくてもいいって思おもってたけど、いざその立たち場ばになってみると、やっぱり嬉うれしい！

　私わたしは立たち上あがって、くるくる回まわる。

「春はるだね～。私わたしにも春はるが来きた！」

　そのまますとんと床ゆかに腰こしを下おろすと、悠ゆう馬まにさっと手て紙がみを取とられた。

「ちょっと！」

「ほんとにこれ、ラブレターなのかよ。名な前まえも書かいてないじゃん」

　うっ、そう言いわれれば、たしかに……。

　悠ゆう馬まは、手て紙がみを差さし出だした。

「とりあえず、開あけてみろよ」

「う、うん」

　私わたしは、テープをていねいにはがす。

　中なかの便びんせんは、二つに折おられていた。

「じゃあ、読よむよ」

「早はやくしろって」

「そう急せかさないでよ～」

　私わたしは目めを閉とじて、深しん呼こ吸きゅうをする。

　よーし、いざ！

「……………………」

「どうしたんだよ」

　一行ぎょう目めを読よんで、なにも言いえなくなってしまった。

　悠ゆう馬まが手て紙がみをのぞき込こんでくる。

「『羽はね倉くらさんへ』？　なんだ、入いれる靴くつ箱ばこを間ま違ちがえたのかよ」

「そう、みたい、だね……」

　私わたしはガクッとうなだれた。

　羽はね倉くらさん、私わたしのとなりの靴くつ箱ばこだもんね……。

　私わたしはのろのろと便びんせんを封ふう筒とうにしまって、立たち上あがる。

「おい、大だい丈じょう夫ぶか？」

「大だい丈じょう夫ぶ……。帰かえる……」

　はずかしい……。はずかしすぎる……。

　浮うかれまくりで悠ゆう馬まに報ほう告こくしたのに、自じ分ぶん宛あてじゃなかったとか……。

　羽はね倉くらさんっていうのは、同おなじクラスの、すごくかわいい女じょ子しだ。

　長ながい髪かみはちょっと色いろが薄うすめで、ウェーブがかっていて、目めもぱっちりしている。

　雑ざっ誌しに載のってる女おんなの子こたちみたいに華はなやかで、羽はね倉くらさんのいるグループは、一年ねん生せいのときからキラキラしていた。

「羽はね倉くらさんなら、ラブレターとか、いっぱいもらってるんだろうな」

　自じ分ぶんの部へ屋やに入はいって、つぶやいた。

　かばんを床ゆかに放ほうり出だして、ベッドにぼすんと倒たおれ込こむ。

「やっぱり私わたしは『友ゆう人じんＡエー』だよね……」

　なにを期き待たいしてたんだろう。

　もしかして、なんて思おもっちゃいけなかった。

　友ゆう人じんＡエーには王おう子じ様さまなんて現あらわれない。

　私わたしには、ヒロインを応おう援えんするのがお似に合あいなんだ。

「……手て紙がみ、どうしよ」

　かばんのすき間まからは、手て紙がみをはさんだ本ほんが見みえている。

　明日あした、これを羽はね倉くらさんにわたすことを考かんがえたら、気き持もちがさらに沈しずむような気きがした。
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　今日きょうは入にゅう学がく式しき。

　私わたしもついに、先せん輩ぱいになるんだ。

　でも、その前まえに……。

「羽はね倉くらさんは、と」

　私わたしは教きょう室しつの中なかをのぞき込こんで、彼かの女じょが来きているか探さがした。

　羽はね倉くらさんは、教きょう卓たくのところで、友ともだちと話はなしている。

　でも、どう話はなしかけようかな……。

　悩なやんでいたら、羽はね倉くらさんと目めが合あった。

「どうかした？」

「あっ、えっと……。ちょっと外そと、いい？」

　羽はね倉くらさんは、廊ろう下かに出でてきてくれた。

　階かい段だんのほうの、人ひとが少すくないところに来きてもらう。

　私わたしはかばんから、手て紙がみを取とり出だした。

「あのね。これ、昨日きのう、私わたしの靴くつ箱ばこに入はいってたの。宛あて名ながなかったから、開あけちゃったんだけど、羽はね倉くらさん宛あてだったみたいで……」

「ふーん。なんだろ」

　羽はね倉くらさんはその場ばで封ふう筒とうを開あけて、手て紙がみに目めを落おとした。

「あっ、中なか身みまでは読よんでないから！　名な前まえ見みて、すぐに封ふう筒とうにもどしたから！」

　私わたしはぶんぶん手てを振ふって、あわてて言いった。

　宛あて名ながなかったとはいえ、自じ分ぶん宛あての手て紙がみを開あけられてたら、いい気きはしないよね。

　怒おこったかな!?

「……ぷっ」

　あせった私わたしの耳みみに、そんな吹ふき出だす声こえが聞きこえてきた。

　羽はね倉くらさんを見みると、おかしそうに笑わらい続つづけている。

「は、羽はね倉くらさん……？」

「名な前まえが書かいてなかったなら、しょうがないよー。気きにしなくていいよ、大たいした内ない容ようじゃなかったし」

「そうなの？」

「うん、知しらない子こからのラブレターだった」

「いっ、いや、大たいしたことあるよね!?」

　ラブレターなのに、大たいした内ない容ようじゃないって、どういうこと!?
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　羽はね倉くらさんは、手て紙がみをさくっとポケットにしまう。

「だって、話はなしたこともない子こから『好すき』って言いわれてもなぁ。あたしのどこを好すきになったのって感かんじしない？」

　つまらなそうに、羽はね倉くらさんは言いった。

　そ、そういうものなのかな……。かわいい子この気き持もちは、私わたしにはわからないけど……。

　羽はね倉くらさんは、にっこり笑わらう。

「でも、わたしてくれてありがとね、前まえ田ださん」

「う、うん」

　そうして羽はね倉くらさんは、私わたしに背せを向むけて、教きょう室しつのほうへとパタパタ駆かけていった。

　羽はね倉くらさん、私わたしの名な前まえ、覚おぼえててくれたんだなぁ。

「やっぱり、ヒロインになる子こは違ちがうなぁ」

　キラキラ光ひかりかがやいているみたい。

　かわいくて、ラブレターをもらうことにだって慣なれていて。

　おまけに、私わたしみたいな地じ味み女じょ子しにも優やさしい。

「……完かん璧ぺきヒロインじゃん」

　チャイムが鳴なって、教きょう室しつからみんなが出でてくる。

　これから体たい育いく館かんに移い動どうして、入にゅう学がく式しきだ。

　一人ひとりできょろきょろしているほのちゃんの元もとに、私わたしは急いそいだ。
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　新しん入にゅう生せいは、なんだか小ちいさく見みえて、かわいいなって思おもってしまった。

　ほんの一年ねんの差さなのに、少すこし大おおきくなった気きがする。

「私わたしたちも、去きょ年ねんはあんな感かんじだったのかな？」

「そうかも。背せはあんまり伸のびた気きがしないけど」

「だめー！　ほのちゃんは、そのサイズのままでいてー！」

　私わたしはとなりを歩あるくほのちゃんに、抱だきついた。

　あわててる様よう子すが、またかわいい！

「で、でも、少すこしは伸のびてほしいよ……」

「そうかなぁ？　村むら瀬せ先せん輩ぱいも、そんなに大おおきいほうじゃないし、これくらいでバランスいいんじゃない？」

「千ち帆ほちゃん！」

　あはは！

　真まっ赤かになっちゃって、ほのちゃんってば、かーわいー！

　ほのちゃんは小こ柄がらで、小しょう動どう物ぶつ系けいのヒロインって感かんじ。

　羽はね倉くらさんもヒロインタイプではあるんだけど、芸げい能のう人じん系けいのヒロインって感かんじなんだよなぁ。

　タイプは違ちがうけど、二人ふたりとも、私わたしの中なかでは『ヒロインキャラ』だ。

　二人ふたりには、『王おう子じ様さま』がいるんだなぁ……。

　いや、羽はね倉くらさんはちょっと違ちがうのか？

　でもあのモテっぷりは、どう見みても『ヒロイン』だよね！

　そんなことを考かんがえながら、昇しょう降こう口ぐちに差さしかかったときだった。

「工く藤どう穂ほ乃の香かっ！」

　男おとこの子この声こえが聞きこえて、振ふり返かえった。

　そこにいたのは、私わたしたちよりちょっと小ちいさい男おとこの子こ。

　制せい服ふくは少すこしぶかぶかで、新しん入にゅう生せいなのかな。

　ていうか、いまこの子こ、ほのちゃんのこと、呼よび捨すてにした？

「み、みのるくん……」

「おれの言いったこと、忘わすれたわけじゃないだろうな!?」

　ケンカ腰ごしでせまってきたから、私わたしは思おもわずほのちゃんを背せ中なかにかばうように進すすみ出でた。

　事じ情じょうはわかんないけど、ほのちゃんが困こまってるみたいだもん！

「なんだよ、オマエ」

「人ひとに聞きく前まえに、自じ分ぶんから名な乗のったらどう!?」

　私わたしが勢いきおいよく言いい返かえすと、男おとこの子こは少すこしひるんだようだった。

　ちょっと押おし黙だまって、それから口くちを開ひらく。

「おれは、村むら瀬せ稔みのる。一年ねん三組くみだ」

「村むら瀬せ？　ってことは……」

　ほのちゃんのほうを振ふり返かえると、こくんとうなずいてくる。

「つかさ先せん輩ぱいの、弟おとうとくんだよ」

　やっぱり！

　よく見みたら、少すこしおもかげがあるかも。

　目め元もととか、髪かみ質しつとか。

　でも……。

「で、オマエはだれだよ。人ひとに名な乗のらせといて、自じ分ぶんは言いわないとか、ヒキョーじゃねーか!?」

　すっごくナマイキ！

　なんか、よく吠ほえるポメラニアンみたい！
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「二年ねん二組くみ、前まえ田だ千ち帆ほっ。先せん輩ぱいなんだから、ちゃんと敬けい語ごを使つかいなよ！」

「けっ、マジで敬うやまえるヤツにしか、敬けい語ごなんて使つかわねーよ」

「なっ……ナマイキー！」

　本ほん当とうに、あの村むら瀬せ先せん輩ぱいの弟おとうとなの!?

　私わたしがさらに言いいつのろうとすると、後うしろから声こえがかかった。

「あれ、工く藤どうさんに前まえ田ださん？　どうしたの？」

　私わたしたちに声こえをかけてきたのは、天てん神じんくんだった。

　天てん神じんくんは、みのるくんを見みて、あれっという表ひょう情じょうをした。

「きみ、春はる休やすみに、うちの店みせに来きてくれた子こだよね？」

「……ウッス」

　さっきまでと打うって変かわって、しおらしく頭あたまを下さげたみのるくんに、天てん神じんくんはなにやら話はなしかけている。

　私わたしは、一いっ歩ぽ引ひいていたほのちゃんに、耳みみ打うちした。

「……天てん神じんくんのおうちって、なにかお店みせしてるの？」

「さぁ、どうなんだろう？　なんか二人ふたり、会あったことがあるみたいだね」

　困こん惑わく顔がおで、二人ふたりを見み守まもるほのちゃん。

　敬うやまえるヤツにしか……って言いったとおり、みのるくん、天てん神じんくんには敬けい語ごを使つかっている。

　なんか、納なっ得とくいかないぞ！

　ほのちゃんはこれでいいの!?

　そう思おもって、勢いきおいよく横よこを向むいたけど、ほのちゃんは気きまずそうに天てん神じんくんを見みていた。

　あれ？　なんかこの表ひょう情じょう、ワケアリ……？

　この二人ふたりって、去きょ年ねんいっしょに文ぶん化か祭さいの実じっ行こう委い員いんをしてたよね。

　そのときはなかよくしてたはずだけど……。

「ちょっとちょっと、ほのちゃん」

　私わたしはほのちゃんを引ひっぱって、天てん神じんくんたちの姿すがたが見みえないところまで連つれて行いった。

「天てん神じんくんと、なんかあったの？」

　そっと尋たずねた私わたしに、ほのちゃんは、うっと口くちごもった。


キラーン！



　ほのちゃん大だい好すき千ち帆ほさんは、その変へん化かも見み逃のがさないよ！

　私わたしは、ほのちゃんの肩かたを掴つかんだ。

「なにかあったの？　なにかあったんだよね！　さぁ私わたしに話はなしてごらん！」

「千ち帆ほちゃん、押おしが強つよいよ～！　話はなす！　話はなすから落おち着ついて～」

　む、ちょっと興こう奮ふんしすぎちゃった。

　私わたしたちは、階かい段だんに並ならんで座すわった。

「えっとね……文ぶん化か祭さいのときのことなんだけど」

　ほのちゃんはしどろもどろに話はなし始はじめた。

「天てん神じんくんと、実じっ行こう委い員いんの仕し事ごとをしてたんだけど……。いっしょに文ぶん化か祭さいを回まわろうって言いわれて……そ、その、デート、みたいな……」

「え!?」

　思おもわずめちゃくちゃ大おおきな声こえが出でてしまった。

　ほのちゃんは、あわてて私わたしの口くちを押おさえてくる。

「千ち帆ほちゃん！　声こえが大おおきいよ～！」

「ごめんごめん。……でも、なんでそのとき言いってくれなかったの？」

「それは……」

　心しん底そこもうしわけなさそうな顔かおをするほのちゃん。

　責せめてるわけじゃなくて……。

「怒おこってるんじゃないんだよ！　文ぶん化か祭さいのころっていったら、ほのちゃん、願がん掛かけって言いって、村むら瀬せ先せん輩ぱいと会あわないようにしてた時じ期きじゃん？　それなのにそんなことがあったなんて、ぜんぜん知しらなかったし……。私わたし、なにか力ちからになれなかったのかなぁって」

　ほのちゃんと村むら瀬せ先せん輩ぱいは、先せん輩ぱいの受じゅ験けんがうまくいくように、願がん掛かけで会あわないと決きめていたときがあった。

　あのおかげで、先せん輩ぱいはみごと第だい一志し望ぼうの高こう校こうに合ごう格かくしたんだ。

「ごめんね。あんまり心しん配ぱいかけたくなくって……」

「あっ、謝あやまらないで。私わたしが勝かっ手てに力ちからになりたかったなぁって思おもっただけだから！」

「そっか……。じゃあ、ありがとう、だね」

「うん！」

　おたがいに笑わらい合あって、なんだかなごんじゃった。

「あのときは、彼かれ氏しがいるからって断ことわったら、納なっ得とくしてくれたの。たぶん、だけど……」

「それからは、なにもなかったの？」

「うん。普ふ通つうにあいさつとかは、するくらいかな」

　私わたしはうーんと天てん井じょうをあおいだ。

　ほのちゃんは内うち気きで、男だん子しと話はなすのは苦にが手てなタイプだ。

　私わたしと幼おさななじみだから、悠ゆう馬まとは普ふ通つうに話はなすけど、クラスの男だん子しと親したしく口くちをきくことは少すくない。

　そのほのちゃんが普ふ通つうにあいさつをするって、相そう当とうなことだと思おもうけど……。

「でも、今こ年としは同おなじクラスなんだし、不ふ自し然ぜんにさけるのも、よくないよね？」

「ううううーん……。でも、先せん輩ぱいが卒そつ業ぎょうしちゃったから、自じ分ぶんにもチャンスがあるかもってかんちがいされたら、困こまるよね……」

　虫むしよけは必ひつ要よう！　だよね！

「ち、千ち帆ほちゃん？」

「よし！　ほのちゃんは、私わたしが守まもるよ！」

「えっ、なに？　急きゅうに」

「大だい丈じょう夫ぶ、大だい丈じょう夫ぶ！　まっかせて！」

「千ち帆ほちゃーん、聞きいてる……？」

　村むら瀬せ先せん輩ぱい！

　中ちゅう学がっ校こうでのほのちゃんのことは、私わたしにまかせてくださいね！




　昇しょう降こう口ぐちをのぞくと、天てん神じんくんたちはもう帰かえってしまっていたみたい。

　私わたしとほのちゃんは、靴くつに履はき替かえて、下げ校こうする。

「はぁぁ、まさか村むら瀬せ先せん輩ぱいの弟おとうとくんが、あんなにポメラニアンみたいだとは思おもわなかったよ」

　私わたしがしみじみ言いうと、となりを歩あるくほのちゃんは、吹ふき出だした。

「ポメっ……ポメラニアンって……！」

「だって、そんな感かんじがしたんだもーん。村むら瀬せ先せん輩ぱいが柴しば犬いぬで、みのるくんがよく吠ほえるポメラニアン。そう思おもわない？」

「すっ、すごい……！　ぴったり！」

　ツボに入はいったのか、ほのちゃんはお腹なかをかかえて、笑わらっている。

　こんなに爆ばく笑しょうしてるほのちゃんは、めずらしいかも。

　呼こ吸きゅうを整ととのえて、ようやく落おち着ついた。

「春はる休やすみ中ちゅうにね、わたし、先せん輩ぱいのおうちに行いったんだ。先せん輩ぱいのお母かあさんは、優やさしく出で迎むかえてくれたんだけど……」

　そこで言こと葉ばを切きって、ほのちゃんは遠とおい目めをした。

　そして、ふかーいため息いきをつく。

「途と中ちゅうで、みのるくんが帰かえってきてね。みのるくん、すごくお兄にいちゃんっ子こみたいで。最さい初しょからわたし、ずっとにらまれてて……」

　ほのちゃんは、またため息いきをついた。

「そうは言いってもさぁ、村むら瀬せ先せん輩ぱいが、ほのちゃんを選えらんだんじゃん？　弟おとうとくんが認みとめる認みとめないって話はなしじゃなくない？」

「それはそうなんだけど……。でも、やっぱり好すきな人ひとの兄きょう弟だいに嫌きらわれてるって、悲かなしいよ……」

　うつむくほのちゃんに、私わたしはなにも言いえなくなってしまった。

　気きにしなければいいって言いうのは簡かん単たんだ。

　でも、好すきな人ひとに関かかわりある人ひとには、自じ分ぶんを良よく見みてもらいたいよね。

　彼かれ氏しの弟おとうとに嫌きらわれてるなんて、複ふく雑ざつだろうな……。

「村むら瀬せ先せん輩ぱいは、なんて言いってるの？」

「『あいつのことは、気きにしなくていいよ』って。でも……」

「気きにしちゃうよねぇ」

　私わたしたちは、そろってため息いきをついた。

「まっ、とにかく、学がっ校こうではなるべく鉢はち合あわせないようにしようよ。向むこうは一年ねんで、こっちは二年ねんなんだし。会あうことも少すくないでしょ」

「うん……」

　そうは言いってみたものの、私わたしのこの予よ想そうは外はずれてしまうのだった……。
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「それでは今日きょうは、委い員いん決ぎめをしまーす」

　クラス担たん任にんは、去きょ年ねんと同おなじく山やま中なか先せん生せい。

　今日きょうのホームルームでは、委い員いんを決きめていくみたい。

　一人ひとり一つはなにかやらないといけないんだけど、なにをしよっかなぁ。

「三み上かみくんと同おなじ委い員いんになりたいなぁ」

「じゃあ三み上かみくんが手てを上あげたら、いっしょに立りっ候こう補ほしちゃいなよ！」

　となりの席せきから、そんなひそひそ話ばなしが聞きこえてきた。

　そっか、委い員いん会かいって、気きになってる人ひとと近ちかづくチャンスだよね。

　いっしょに委い員いんのお仕し事ごとをすることが増ふえるし、一年ねん間かんいっしょなんだし。

　……はっ！

　私わたしはバッと天てん神じんくんのほうを見みた。

　天てん神じんくん、もしかしてまた、ほのちゃんと同おなじ委い員いんをしようとか考かんがえてないよね!?

　文ぶん化か祭さいのときも、立りっ候こう補ほしてたし……。

　今こん度どは、なにがなんでも、阻そ止ししなきゃ！

「じゃあ次つぎは、保ほ健けん委い員いんをやりたい人ひと～」

「はーい」

　手てを上あげたのは天てん神じんくんだった。保ほ健けん委い員いんか。

　天てん神じんくんが先さきに手てを上あげたってことは、安あん心しんしといていいかな。

「もう一人ひとりいないかな？　それなら、だれかを推すい薦せんしてもらうことになるけど」

　なんだってー!?　それは困こまる！

　ほのちゃんにも可か能のう性せいが出でてきちゃうじゃん！

　阻そ止しだっ、阻そ止し！

「はいっ！　私わたし、やります！」

　気きづいたら、私わたしは立たち上あがって手てを上あげていた。

　教きょう室しつ中じゅうの視し線せんが集あつまる。

　あっ、立たつ必ひつ要ようはなかったな。
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「前まえ田ださん、元げん気きがいいね。じゃあ前まえ田ださんがもう一人ひとりの保ほ健けん委い員いん、っと」

　山やま中なか先せん生せいは、黒こく板ばんに私わたしの名な前まえを書かいていく。

　よーし、これで一ひと安あん心しんだ。

　私わたしはすとんと席せきについた。

　視し線せんを感かんじて、窓まどぎわのほうへ目めを向むけると、悠ゆう馬まとぱちっと目めが合あった。

　やばい……。この行こう動どう、絶ぜっ対たい変へんに思おもわれたよね……。

　私わたしは知しらん顔かおで、目めを逸そらした。

　さすがに悠ゆう馬まにだって、ほのちゃんと天てん神じんくんの事じ情じょうは話はなせないし……。

　後あとで聞きかれませんように！
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　ホームルームが終おわると、さっそくほのちゃんが近ちか寄よってきた。

「千ち帆ほちゃん、さっきの委い員いん決ぎめのことなんだけど……」

「うん、大だい丈じょう夫ぶ！　ほのちゃんのことはまかせてください、って村むら瀬せ先せん輩ぱいに言いっといていいよ！」

　私わたしはグッと親おや指ゆびを立たてた。

　だけどほのちゃんは、慌あわてる。

「そんなに気きを回まわさなくても～！」

「なに言いってるの！　万ばん全ぜんを期きさなきゃ！」

　あまーい！

　ほのちゃん甘あまい！

　天てん神じんくんがなに考かんがえてるかわかんないんだから、注ちゅう意いはしとかなきゃ！

「で、でも！　天てん神じんくんがまだ、その……私わたしのことを、好すきでいるかはわかんないんだし」

　たしかに。それもそうだよね。

　私わたしは、しゅんとうなだれた。

「ごめん、よけいなことをしたかな……」

　天てん神じんくんの気き持もちも、ほのちゃんの気き持もちも考かんがえてなかった。

　私わたしが謝あやまると、ほのちゃんは首くびを横よこにぶんぶん振ふった。

「ううん！　千ち帆ほちゃんの気き持もちは嬉うれしかったし、わたしがしっかりするよ！　クラスメイトなんだから、天てん神じんくんにはちゃんと、きっぱりとした態たい度どを取とるから」

「うん、それが一いち番ばんだね！　私わたしも暴ぼう走そうしないように、気きをつける！」

　こぶしを握にぎって宣せん言げんした。

　こういうのも笑わらって許ゆるしてくれるほのちゃんは、やっぱり最さい高こうの親しん友ゆうだ！
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　と、ご機き嫌げんだったんだけど。

「よう」

　家いえに帰かえると、我わが家やのリビングでくつろぐ悠ゆう馬まの姿すがたがあった。

　私わたしが昨日きのうから楽たのしみにしてた、プリンを食たべてる！

「私わたしのプリンー！」

「落おち着つけ！　もう一いっ個こあるから！」

　悠ゆう馬まのプリンを奪うばい取とろうとしたけど、かわされてしまった。

　むむぅ、すばしっこいやつめ……。

　私わたしは手てを洗あらって、冷れい蔵ぞう庫こからプリンを出だしてきた。

　悠ゆう馬まのとなりに座すわって、プリンを口くちに運はこぶ。

　おいしーい！　楽たのしみにしてただけあった！

「お前まえさ、なんで保ほ健けん委い員いんになったの」

　その質しつ問もんに、私わたしはぐっとむせた。

　お水みずお水みずー！

「おい、大だい丈じょう夫ぶかよ」

「げほげほっ……！　大だい丈じょう夫ぶじゃないよ！　もうっ、びっくりさせないでよ！」

「びっくりするような質しつ問もんだったか？」

　そうだよ！

　と言いいかけたけど、あわてて口くちを閉とじた。

　保ほ健けん委い員いんになりたがった理り由ゆうを話はなすなら、天てん神じんくんとほのちゃんのことを話はなさなきゃいけなくなるよね。

　うーん、うーん……。

　それって、勝かっ手てに話はなしてもいいことなのかなぁ？

「千ち帆ほ？」

「へっ!?」

　考かんがえ込こんでたら、悠ゆう馬まが顔かおをのぞいてきて、飛とび上あがっちゃった。

　悠ゆう馬まはけげんそうな顔かおをしている。

「どうしたんだよ、黙だまり込こんで。言いえないような理り由ゆうなのか？」

「えっと、えっと……。なんでもないよ！　それより、悠ゆう馬まはなんの委い員いんになったんだっけ？」

「俺おれ？　俺おれは図と書しょ委い員いんだよ。ちょっと騒さわぎになったのに、気きづいてなかったのかよ……」

「騒さわぎ？　なんで？」

　天てん神じんくんのことに夢む中ちゅうで、気きづかなかったのかも。

　悠ゆう馬まはあきれ顔がおで続つづける。

「羽はね倉くらさんといっしょになったからだよ。俺おれ、男だん子しに相そう当とううらまれたわ」

「羽はね倉くらさんって、あの？」

　彼かの女じょ、かわいいもんね。ラブレターをもらい慣なれてるくらいモテるし。

　羽はね倉くらさんと同おなじクラスになっただけで、喜よろこんでる男だん子しも多おおかったくらいだ。

「ふーん。がんばりなよ～？　羽はね倉くらさんに見みとれて、委い員いん会かいのお仕し事ごとがおろそかにならないよーに」

　私わたしはにししと笑わらって、そう言いった。

　だけど悠ゆう馬まは、真しん剣けんな表ひょう情じょうでじっと見みつめてくる。

「悠ゆう馬ま？」

「お前まえは？」

　その声こえは、硬かたかった。

　ふざける様よう子すはみじんもなくて、私わたしの目めをまっすぐ射いぬいてくる。

「お前まえは気きになんないの？」

　なにを言いってるんだろう。

　悠ゆう馬まが、他ほかの女じょ子しとすごすこと？

　だってそんなの、学がっ校こう生せい活かつじゃ、普ふ通つうでしょ。

　日にっ直ちょくだって、班はん活かつ動どうだって、もっと言いえば、サッカー部ぶのマネージャーさんにも、女じょ子しはいたはず。

　どうして、改あらたまってそんなことを言いうの？

　私わたしが黙だまって考かんがえ込こんでいると、悠ゆう馬まはふいっと目めを逸そらした。

「まぁいいや……。それよりお前まえ、着き替がえてこいよ。制せい服ふく、しわになるぞ」

「わかってるよ！」

　私わたしは急いそいで二階かいの自じ分ぶんの部へ屋やへと、駆かけ上あがった。

　パタンとドアを閉しめて、ふーっと息いきをつく。

　なんとかうまくごまかせた、かな？

　悠ゆう馬まにはバレないようにしないと。なにを言いわれるか、わかんないからね。

「それにしても」

　さっきの悠ゆう馬まはなんだったんだろう。

　なんだかいつもと雰ふん囲い気きが違ちがって、びっくりしたっていうか、なんていうか……。

『こうしてはしゃげるのも、今こ年としで終おわりかもね』

　ふと、お母かあさんが言いってたことを、思おもい出だした。

　私わたしが気きづかないうちに、悠ゆう馬まも変かわっていっちゃうのかな。

　それは、なんだか……。

「さみしいかも」

　ぽつりとつぶやいた言こと葉ばは、だれにも届とどかず消きえていった。
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　保ほ健けん委い員いんの最さい初しょのお仕し事ごとは、身しん体たい測そく定ていの準じゅん備びだった。

　体たい育いく館かんに仕し切きりを用よう意いしたり、記き入にゅう用よう紙しを配くばったりしないといけないんだって。

「前まえ田ださん、こっち終おわったけど、そっちもやろうか？」

「えっ、いいの？　じゃあお願ねがい」

　放ほう課か後ごの教きょう室しつに私わたしたちは集あつまっていた。

　記き録ろく用よう紙しを、クラスの人にん数ずう分ぶんにわけるお仕し事ごとだ。

　一・二年ねん生せいの保ほ健けん委い員いんみんなでやってたんだけど、天てん神じんくんは自じ分ぶんの分ぶんをパパッと終おわらせちゃったみたい。

　こうして見みると、天てん神じんくんは仕し事ごとができる。

　それに、すごくいい人ひとだ。

　いまみたいに、自じ分ぶんのやることが終おわったら手て伝つだってくれるし、日にっ直ちょくの子こが黒こく板ばんの上うえのほうを消けせずにいたときは、代かわりに消けしてあげてた。

　私わたしは天てん神じんくんを、じっと見みてしまう。

「前まえ田ださん、なに？」

「なんでもない！」

　いや、認みとめない、認みとめない。

『彼かれ氏し』にするには、いい男だん子しなんじゃないかって、一ミリも思おもったりしていないぞー！

　ぷいっと顔かおを背そむけると、天てん神じんくんは小ちいさくため息いきをついて、用よう紙しを分わける作さ業ぎょうにもどった。

　天てん神じんくんって、ほのちゃんのこと、やっぱりまだ好すきなのかなぁ。

　でも、さすがにそういうことは、本ほん人にんに直ちょく接せつ聞きけないし……。

　ちらっと横よこ目めで見みた天てん神じんくんは、まじめな表ひょう情じょうで作さ業ぎょうを続つづけていた。
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　予よ想そう外がいだったことが、もう一つある。

　みのるくんが、悠ゆう馬まや羽はね倉くらさんと同おなじ、図と書しょ委い員いんだったことだ。

「坂さか木きセンパーイ」

　そう言いって、うちの教きょう室しつにひょこっと現あらわれたのは、みのるくんだった。

　そう。みのるくんは、なぜか悠ゆう馬まに懐なついているのだ。

「みのるくんって、バスケ部ぶだったよね？」

「そうそう、つかさ先せん輩ぱいといっしょ。本ほん当とうに、お兄にいちゃん大だい好すきっ子こだよね」

　教きょう室しつの入いり口ぐちのところで悠ゆう馬まと話はなしてる二人ふたりを見みながら、私わたしはほのちゃんと話はなしていた。

　悠ゆう馬まと話はなすみのるくんは、楽たのしそうだ。

　ほのちゃん相あい手てに、キャンキャン吠ほえてるとこしか見みたことがなかったから、そんな顔かおもできるんだなぁと意い外がいだった。

「いやほらさ、悠ゆう馬まはサッカー部ぶでしょ。図と書しょ委い員いん同どう士しとはいえ、あんなふうになるとは思おもわなかったっていうか」

「あぁ、たしかにね。でも、坂さか木きくんって、けっこう下か級きゅう生せいに慕したわれてるらしいよ」

「そうなの？」

　あんなにいじわるな悠ゆう馬まが？

　ほのちゃんは、深ふかくうなずいた。

「めんどう見みがいいし、運うん動どう神しん経けいもよくて、目め立だってるみたい」

「そうなんだ……」

　なんだか変へんな気き持もちになる。

　そりゃあ、四し六ろく時じ中ちゅう、悠ゆう馬まといっしょにいるわけじゃないしね。

　だけど、私わたしに悠ゆう馬まの知しらない面めんがあるのは、なんだか変へんな気き持もちかも。

「あっ、羽はね倉くらセンパイ！」

　みのるくんの声こえが聞きこえた。

　入いり口ぐちでは、あの羽はね倉くらさんも加くわわって、三人にんで話はなし始はじめていた。

　私わたしの席せきからは、羽はね倉くらさんとみのるくんの顔かおしか見みえない。二人ふたりとも、楽たのしそうだ。

　悠ゆう馬まはどんな顔かおをしてるのかな？

　美び少しょう女じょと、慕したってくれる後こう輩はいと。

　まあね！

　幼おさななじみの私わたしとだけが、世せ界かいの全すべてってわけじゃないし！

　悠ゆう馬まがだれとなかよくしようと、どうでもいいよね！

「千ち帆ほちゃん？」

「なに!?」

　首くびをかしげるほのちゃんに、大おおきな声こえで返へん事じしちゃって、驚おどろかせちゃった。

　落おち着つけ、落おち着つけ……。

「ああしてると、みのるくんも普ふ通つうの子こなんだけどねぇ」

　机つくえに頬ほお杖づえをついて、ほのちゃんはため息いきをついた。
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　身しん体たい測そく定ていが終おわって、私わたしたち保ほ健けん委い員いんは、体たい育いく館かんの片かたづけをしていた。

　仕し切きりや机つくえを片かたづけて、体たい育いく館かんを使つかう部ぶ活かつのために、早はやく空あけないといけないんだ。

「よし、と」

　私わたしは天てん神じんくんといっしょに机つくえを倉そう庫こに運はこび終おえて、一ひと息いきついた。

　天てん神じんくんは、ぱんぱんと手てを払はらっている。

「前まえ田ださん、おつかれさま。これで全ぜん部ぶだよ」

「やっと帰かえれる～！」

　私わたしは、うーんと伸のびをした。

　今日きょうは美び術じゅつ部ぶも活かつ動どうのない日ひ。

　片かたづけにどれくらい時じ間かんがかかるかわからなかったから、ほのちゃんには先さきに帰かえってもらった。

　流ながれで天てん神じんくんといっしょに昇しょう降こう口ぐちに向むかってるけど、天てん神じんくんは部ぶ活かつじゃないのかな。

「天てん神じんくんって、何なに部ぶなんだっけ？」

「おれ？　おれは部ぶ活かつ、入はいってないよ。帰き宅たく部ぶ」

「そうなの？　なんか意い外がい」

　たしか運うん動どう神しん経けいは悪わるくなかったはずだし、一人ひとりが好すきってわけでもないみたいだし。

　天てん神じんくんは、あぁ、と顔かおを向むけた。

「うち、店みせやってるから。その手て伝つだいをしたいから、部ぶ活かつは入はいらなかったんだよ」

「お店みせ？」

　聞ききかけたところで、昇しょう降こう口ぐちに着ついた。

　二人ふたりで外そとを見みて、「あぁ……」とため息いき混まじりの声こえが出でてしまう。

　外そとは土ど砂しゃ降ぶりの雨あめだった。

「予よ報ほうでは雨あめって言いってなかったのに……」

「うん。でもおれ、折おりたたみ傘がさ持もってるよ」

「まじで!?　あ～、私わたしもかばんに入いれとけばよかった～」

　備そなえあれば憂うれいなしって言いうよね。

　いまさら言いってもしかたないけど……。

　天てん神じんくんは、うーんと考かんがえ込こんでいる。どうしたんだろう？

「前まえ田ださんちって、どのあたり？」

「うちは、京きょう塚づか公こう園えんの先さきのほうだよ」

　ちょっと遠とおいんだよね。ほのちゃんちとは、学がっ校こうを挟はさんで反はん対たい側がわなんだ。

　天てん神じんくんは、折おりたたみ傘がさを広ひろげた。

「うちのほうが近ちかいね。じゃあ、うちに寄よっていきなよ。傘かさ、貸かしてあげる」

「いいの!?」

　天てん神じんくんは、傘かさを半はん分ぶん空あけて、待まっててくれている。

　私わたしはお言こと葉ばに甘あまえて、傘かさに飛とび込こんだ。
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　天てん神じんくんの家いえは、住じゅう宅たく街がいの一いっ角かくにあった。

「ただいまー」

　洋よう館かん風ふうのかわいらしいドアを開あけて、入はいっていく天てん神じんくんに、私わたしは続つづいた。

　カウンターと、いくつかのテーブルとイス。明あかるい店てん内ないは、清せい潔けつ感かんがある。

　漂ただよってくるのは、コーヒーと甘あまいものの香かおり。

　私わたしはぐるっと店てん内ないを見み回まわして、天てん神じんくんに顔かおを向むけた。

「天てん神じんくんちって、カフェだったんだ」

「そうだよ。言いってなかったっけ？」

　慣なれた様よう子すで、天てん神じんくんは、カウンター横よこのドアへと進すすむ。

「ちょっと濡ぬれたよね？　タオル取とってくるから、適てき当とうに座すわっててくれる？」

「あ、えっと」

「ゆう君くんおかえりー。雨あめ、大だい丈じょう夫ぶだった……ってあら？」

　お客きゃくさんじゃないのに、席せきに座すわってもいいのかなぁ。

　と、ちょっと迷まよっていたら、カウンターの奥おくから、きれいなお姉ねえさんが出でてきた。

「あ、みつ姉ねえ。ちょうどよかった。タオルを……」

「もしかして、ゆう君くんの彼かの女じょ!?」

　数すう秒びょう、私わたしと見みつめ合あったお姉ねえさんだけど、天てん神じんくんの言こと葉ばをさえぎって、大おお声ごえを上あげた。

　なんか、盛せい大だいなかんちがいをされた!?

　お姉ねえさんは、満まん面めんの笑えみを、私わたしに向むけてきた。

「はじめまして！　ゆう君くんの姉あねの、充みつ希きです。お父とうさん、お母かあさん！　ゆう君くんが彼かの女じょ連つれてきたよ！」

「みつ姉ねえちがう！」

　否ひ定ていする天てん神じんくんをスルーして、充みつ希きさんは奥おくへと駆かけていく。

「なになに？　裕ゆう貴きの彼かの女じょ？」

「おぉ、かわいい子こじゃないか。さすが父とうさんの子こだな！　やるなぁ」

　天てん神じんくんのおじさんとおばさんも出でてきて、もう大だい混こん乱らんだ。

　カウンターから出でてこようとする三人にんを押おしとどめようと、天てん神じんくんは必ひっ死しだ。

　すごい、ここに来きて一分ぷんで、天てん神じん家けの家か族ぞく関かん係けいが一いっ気きにわかってしまった。
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　とにかく、お客きゃくさんにカゼをひかせるわけにはいかないから、と天てん神じんくんはキビキビ動うごき出だした。

　充みつ希きさんには、タオルを持もってくるよう言いって、おばさんにはココアを、おじさんには傘かさを持もってくるようたのんで。

「はぁぁぁぁ……」

　テーブルの向むかいでココアを飲のんで、一ひと息いきついた天てん神じんくんは、大おおげさにため息いきをついた。

　私わたしは、指ゆび先さきを温あたためていたカップをおく。

「なんか、ごめんね。みなさんに誤ご解かいさせちゃって」

「いや、家か族ぞくの反はん応のうを予よ想そうできてなかったおれが、悪わるかったっていうか……。みつ姉ねえがもう帰かえってるとは思おもわなかったし」

　充みつ希きさんは、大だい学がく生せいなんだって。

　休きゅう講こうになったから、早はやく帰かえってきたって言いってた。

「うちもお姉ねえちゃんがいるから、その気き持もちは、なんとなくわかるよ」

「前まえ田ださんもお姉ねえさんがいるんだ。歳としは近ちかいの？」

「充みつ希きさんと同おない年どしだよ。でも、うちは進しん学がくで東とう京きょうに行いっちゃったから」

　ちょっと淋さびしい。

　まぁもう一年ねん経たったし、少すこしは慣なれたけどね！

「天てん神じんくんちは、みんななかよしだね」

「なかよしっていうか、おれで遊あそんでるだけだよ……」

　天てん神じんくんは、げっそりした顔かおで言いうけど、家か族ぞくのことが好すきなんだろうな。

　おうちを手て伝つだうために、部ぶ活かつに入はいらずにいるくらいだし。

「って、あんまり長なが居いしちゃ悪わるいよね!?　もうお店みせ開あける時じ間かんだったりしない!?」

「平へい日じつはお客きゃくさん少すくないから、大だい丈じょう夫ぶだよ。今日きょうは特とくに雨あめだし」

　そういうものなのかな？

　そう思おもっていたら、ドアが開あいた。

　二人ふたり組ぐみの女おんなの人ひとが、入はいってくる。

「いらっしゃいませ。お好すきな席せきにどうぞ」

　天てん神じんくんは、すっと立たち上あがって、スムーズに案あん内ないをした。

　私わたしは、ぽかんとしてしまった。

　さっきまでは『クラスの男だん子し』の顔かおだったのに、急きゅうに『店てん員いんさん』の顔かおになったから。

「ココアはごちそうするから。ゆっくりしてって」

「あっ、うん。ありがとう」

　そのまま天てん神じんくんは、奥おくへと消きえてしまう。

　私わたしは店てん内ないを見み回まわしてみた。

　雨あめの日ひはお客きゃくさんが少すくないって言いったとおり、店てん内ないにはさっき入はいってきた二人ふたり組ぐみだけだ。

　でも、なんだか落おち着つく雰ふん囲い気きのカフェだなぁ。

　たぶん、土ど日にちや晴はれの日ひは、お客きゃくさんも多おおいんじゃないかな。

　天てん神じんくんがもどってきた。

　着き替がえてきたようで、シャツとパンツに、黒くろいエプロンを着つけている。

　さっきのお客きゃくさんたちに、お冷ひやとメニューをわたして、またカウンターの中なかへもどっていく。

　なんだか、その横よこ顔がおは大人おとなびていて。

「ちょっとは、見みなおしてあげてもいいかな」

　なんて、えらそうにも思おもったりして。

　だけど、天てん神じんくんちのココアは、あったかくて優やさしい味あじだった。
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　あたし、羽はね倉くら麻ま友ゆは、ちょっと悩なやんでいた。

　それは、いっしょに図と書しょ委い員いんになった、坂さか木きくんの存そん在ざいだ。

　一年ねんのときに、サッカーのうまい子こがいるって聞きいたことがあった。

　二年ねんで初はじめて同おなじクラスになって、この子こが坂さか木きくんか……って思おもってた矢や先さきに、同おなじ委い員いんになっちゃった。

　別べつにフツーにしてればいいんだろうけど、最さい初しょのうちは、距きょ離り感かんを掴つかみかねていたんだ。
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　あれは、図と書しょ委い員いんの当とう番ばんのときだった。

　あたしは、返へん却きゃくされた本ほんの登とう録ろくをしていた。

「えっと、あれ……？　このあとどうするんだっけ？」

　バーコードを通とおすだけのはずなんだけど、なぜかなんの反はん応のうもしない。

　いま、司し書しょの先せん生せいはいないし、どうしよう……。

「羽はね倉くらさん、それ、そっちだよ」

　うしろから手てが伸のびてきて、パソコンのマウスをにぎった。

　そのままマウスを操そう作さして、返へん却きゃく処しょ理りをしてくれる。

　…………距きょ離りが、ちょっと近ちかくない？

　坂さか木きくんは、あたしのすぐうしろに立たっていて、まっすぐパソコンの画が面めんを見みている。

　この距きょ離り感かんは、気きにしてないみたい。

　内ない心しん、ちょっと気きまずい。

　実じつを言いうと、少すこしだけ、坂さか木きくんのことがニガテだったりする。

　なんとなく、近ちか寄よりがたいんだ。

　その雰ふん囲い気きのせいかな？

　サッカー部ぶでレギュラーらしいけど、みんなとわいわいするタイプじゃない。

　でも、ぼっちってわけでもなく、気きづいたら輪わの中なかで楽たのしそうにしゃべってたりする。

　なんだかつかみどころがなくて、どう付つき合あったらいいか、わかんないんだ。

　それに、前まえ田ださんと付つき合あってるっていううわさがあるし……。

　彼かの女じょがいる男だん子しとなかよくするのは、あんまりよくないよね。

「はい、終おわり」

　考かんがえごとをしてる間あいだに、坂さか木きくんは、返へん却きゃく処しょ理りを終おわらせてくれた。

　坂さか木きくんは本ほんを持もって、さっさと行いってしまおうとする。

　本ほん棚だなにもどすところまで、やってくれるみたい。

　あたしはあわてて、その背せ中なかに声こえをかけた。

「あっ、ありがとう！」

「うん」

　振ふり返かえって、ちょっと笑わらった坂さか木きくんに、少すこしだけ親しん近きん感かんがわいた。
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　土ど曜よう日びを明日あしたに控ひかえた週しゅう末まつ。

　あたしはいつものグループで、しゃべっていた。

「明日あしたなんだけど、麻ま友ゆも行いかない？」

「え、なんの話はなし？」

　友ともだちの一人ひとりが言いい出だしたのは、明日あしたのサッカー部ぶの試し合あいのことだった。

　その子こが、恥はずかしそうに続つづけた。

「実じつはね、三年ねんの先せん輩ぱいに、気きになってる人ひとがいるの。応おう援えんに行いきますって言いったけど、一人ひとりじゃ不ふ安あんで～。みんな、お願ねがい！　いっしょに来きて～！」

　そう言いって必ひっ死しにたのんでくる様よう子すは、すごくかわいらしい。

　恋こいする女おんなの子こって、本ほん当とうにかわいいよね。

　みんな、キラキラしてる。

　あたしもいつか、こんなふうに恋こいをすることがあるのかな。

　でも、まだ考かんがえられないや。
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　あたしが普ふ段だん、なかよくしてるグループは、ちょっとハデめなんだと思おもう。

　おしゃれに気きを遣つかってる子こが多おおいし、話わ題だいも恋こいバナとかうわさ話ばなしとかが多おおい。

　そういうのも、嫌きらいではないんだけど……。

　みんなで見みてた雑ざっ誌しに載のってた、西せい洋よう画がの絵かい画が展てんの案あん内ないページに「こういうの、いいかも」って言いったら、「麻ま友ゆには似に合あわなーい」って笑わらわれちゃった。

　あたしのハデっぽい見みかけには、そういうのは似に合あわないみたい。

「だよねー」なんて言いって、その場ばはみんなに合あわせた。

　否ひ定ていして、空くう気きを悪わるくするのもなんだしね。

　明あかるいノリでいることは好すき。

　楽たのしいほうがいいしね。

　でも、けっこう気きを遣つかって合あわせてる部ぶ分ぶんもある。

　友ともだちの輪わの中なかから、外はずれないように。

　ときどき、その輪わの中なかにいることが、疲つかれてしまうこともあるんだ。

「じゃあ麻ま友ゆ。明日あした、九時じに駅えき前まえね！」

　その声こえに、はっとした。

「オッケー」

　あたしはあわてて指ゆびで丸まるを作つくって、笑わらって言いう。

　そんなふうに、空くう気きを読よんでる自じ分ぶんが、ときどきいやになるんだけど。
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　よく晴はれた土ど曜よう日び。

　絶ぜっ好こうのサッカー日和びよりだ！

「あつーい。焼やけちゃーう」

「そうだけど！　お願ねがい、いっしょにいてー！」

「はいはい、わかってるって」

　恋こい心ごころの前まえに、暑あつさは障しょう害がいにならないみたい。

　今日きょうの相あい手ては、ライバル校こうらしい。

　選せん手しゅたちは、コートに入はいる前まえから、なんだか闘とう志しが高たかまってる。

「悠ゆう馬ま～、忘わすれ物もの～！」

　そのとき、声こえが聞きこえて、目めをやった。

　あれは、前まえ田ださん？

　坂さか木きくんに、水すい筒とうをわたしている。

「前まえ田ださんって、サッカー部ぶのマネージャーだったっけ？」

「いや違ちがうよー。前まえ田ださんと坂さか木きくん、幼おさななじみなんだって」

「たしか、家いえがとなり同どう士しらしいよ」

　そうなんだ。

　前まえ田ださんは、坂さか木きくんの背せ中なかをバンッと叩たたいた。

「しっかりがんばりなよ～？　あっ、あとでおばさんも来くるって言いってたよ」

「わかったから、さっさと観かん客きゃく席せきに行いけ」

「なによその言いい方かたー！　もう水すい筒とう持もってきてやらないんだからね！」

「次つぎは忘わすれねーよ！」

　いーっとする坂さか木きくん。

　本ほん当とうに、なかよしみたい。

　坂さか木きくん、ああいう顔かおもするんだなぁ。

　委い員いん会かいでいっしょのときは、知しらなかった。

　ホイッスルが鳴なった。

　前まえ田ださんは、友ともだちと合ごう流りゅうしたみたい。応おう援えんしていくんだ。

　このときは、まだそれが気きになってはいなかった。
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「センパーイ！　がんばれー！」

　先せん輩ぱいに片かた想おもいしてる友ともだちは、恥はずかしいなんて言いってたけど、いざ試し合あいが始はじまったら、一いっ生しょう懸けん命めい声せい援えんを送おくっている。

　心しん配ぱいすることなかったんじゃないかな。

　彼かの女じょのお目め当あてのセンパイは、みごとにシュートを決きめた。

「きゃあ！　やったー！」

「センパイ、ナイッシュー！」

　みんなで、きゃあきゃあ言いいながら、盛もり上あがった。




　試し合あいは、京きょう塚づか中ちゅう学がっ校こうの勝かちだった。

　気き乗のりしてなかったわりに、あたしも必ひっ死しに応おう援えんしちゃった。

「じゃあ、そろそろ帰かえろっか」

「あ、ごめん、あたしトイレ行いってきてもいい？」

「いいよ～。入いり口ぐちのところで待まっとくね」

　あたしはみんなの輪わから外はずれて、トイレへと向むかった。

　そういえば、坂さか木きくんも試し合あいに出でてたな。

　普ふ段だんのクールな感かんじとはぜんぜん違ちがって、がんばってたなぁ。

　そう思おもいながら、トイレを出でようとしたときだった。

「でもさぁ、京きょう塚づか中ちゅうの応おう援えん、うるさかったよねぇ」

「そうそう！　『がんばってぇ～』とか、男だん子しに媚こびすぎ」

　そんな声こえが聞きこえてきて、思おもわず足あしを止とめた。

　相あい手てチームの、応おう援えんに来きた子こたちかな。

　水すい道どうのところで、何なん人にんかの女じょ子しが話はなしてるみたい。

「一人ひとりハデな子こがいたけど、アレ、絶ぜっ対たいわかってて、ぶりっこしてるよねー」

「思おもった！　だれもお前まえのことなんか見みてないっつーの！」

　ゲラゲラ笑わらう声こえが続つづいた。

　もしかして、あたしのこと、かな……。

　別べつに目め立だとうとか、思おもったわけじゃない。

　ただ、必ひっ死しに応おう援えんしてただけだ。

　なんで、あんなことを言いわれなきゃいけないんだろう。

　静しずかになったから、あたしはそっとトイレを出でた。

　みんな待まってる。ここでじっとしてるわけにはいかない。

　あの子こたち、もう行いっちゃったかな？

　手てを洗あらって、まわりを気きにしながら出でると、そこには怖こわい顔かおをしている坂さか木きくんがいた。

「坂さか木き、くん？」

「羽はね倉くらさん!?」

　坂さか木きくんは、驚おどろいた顔かおで、あたしを見みてくる。

　もしかして、あの子こたちの会かい話わを聞きいちゃったのかな。

「あっ、優ゆう勝しょうおめでとう！　サッカー部ぶって、強つよいんだね。あたし、思おもわず大おお声ごえ出だしちゃった～」

　あたしはなんでもないかのように、笑わらって言いった。

　お願ねがいだから、あわれまないで。

　こんなこと、慣なれてるから。

　大たいしたことじゃないの。

　なぐさめなくていい。

　みじめになりたくない。

　お願ねがいだから……。

「羽はね倉くらさんの応おう援えん、聞きこえてたよ」

　うつむきかけたあたしの耳みみに、そんな言こと葉ばが届とどいた。

　はっとして顔かおを上あげると、真しん剣けんな坂さか木きくんと目めが合あった。

「羽はね倉くらさんだけじゃなくて、他ほかの子こたちの応おう援えんも。みんなのおかげでがんばれたんだ。ありがとな。……よく知しらないヤツの言いうことなんて、気きにすんなよ」

　あたしは目めをぱちくりさせちゃった。

　坂さか木きくんが、こんなふうにいっぱい話はなすなんて、初はじめてだったし、言いわれた内ない容ようにも驚おどろいたんだ。

　お礼れいを言いわれるなんて、思おもわなかった。

　だれだって、イジメとか悪わる口くちを言いわれてる現げん場ばとかに出でくわしたら、気きを遣つかうと思おもう。

　気きを遣つかってくれたのはたしかなんだけど、坂さか木きくんの『ありがとう』はきっと、本ほん心しんだ。

　それがわかるから、反はん応のうに困こまってしまう。

「……ありがと」

「お礼れいを言いうのは、こっちのほうだって」

　坂さか木きくんは、小ちいさく笑わらった。

　じゃあなと言いって、坂さか木きくんは行いってしまう。

　あたしも、みんなの元もとへと向むかった。

「麻ま友ゆ、遅おそいよ～」

「ってあれ？　顔かお赤あかいよ？　熱ねつでもある？」

「……ううん、大だい丈じょう夫ぶ。走はしってきたからかな」

　うまくごまかせたかな？

　あたしは手てで顔かおをあおいだ。

　……やばい。

　あたし、坂さか木きくんのことが好すきになっちゃったかも……。
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　月げつ曜よう日び。

　私わたしは朝あさから、なんだか視し線せんを感かんじる気きがしていた。

　バッと振ふり返かえってみるけど、目めの合あう人ひとはいない。

「千ち帆ほちゃん？　どうしたの？」

「ううん、なんでもない……」

　気きのせいかな？

　振ふり返かえったとき、いつもあの子こがいる気きがするんだけど……。

　私わたしはいぶかしく思おもいながらも、たしかめられずにいた。
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　それがはっきりしたのは、掃そう除じ当とう番ばんの場ば所しょに行いこうとしたときのことだった。

　今こん週しゅうの当とう番ばんの場ば所しょは、わたり廊ろう下かのところだ。

「前まえ田ださん！」

　振ふり返かえると、そこにいたのは、羽はね倉くらさんだった。

　いつも友ともだちに囲かこまれてるのに、めずらしく一人ひとりだ。

　なんだか緊きん張ちょうした面おも持もちで、私わたしの元もとへ近ちかづいてくる。

「ちょっと、いいかな？」

　そう言いって私わたしの手てを取とると、ぐいぐい引ひっぱっていく。

　えっ、えぇー!?

　どこに連つれてかれるのー!?




　と、少すこしあせったけど、階かい段だんの踊おどり場ばに連つれていかれただけだった。

　ここの掃そう除じ当とう番ばんの人ひとはサボっているのか、だれもいなくて、ひっそりとしている。

　羽はね倉くらさんは、きょろきょろと辺あたりを見み回まわしていた。

「あたし、前まえ田ださんに聞ききたいことがあって」

　羽はね倉くらさんって、もっとハキハキしてるイメージだった。

　その羽はね倉くらさんが、なんだか、もじもじしている。

　なにか、言いいづらい話はなしでもあるのかな。

　それとも、私わたしになにか、文もん句くがあるとか!?

　そっちのが、可か能のう性せいとしては高たかいよね!?

　わーっ！　とりあえず謝あやまっとけー！





「ごっ、ごめんなさい！」

「前まえ田ださんって、坂さか木きくんと付つき合あってるの？」






　…………って、へ？　悠ゆう馬ま？

　羽はね倉くらさんも、きょとんとしている。

「ごめんって、なんのこと？」

「いやごめん、こっちの話はなし……」

　ひとまずは、文もん句くじゃなくて一ひと安あん心しんだ。

　だけど、悠ゆう馬ま？　なんで悠ゆう馬まの話はなし？

「いや、付つき合あってないよ。家いえがとなり同どう士しでね、幼おさななじみなんだ」

「そっか……」

　羽はね倉くらさんは、あからさまにほっとした表ひょう情じょうを浮うかべている。

　これって、もしかして……。

「あの、違ちがったらごめんなんだけど……。羽はね倉くらさんって、悠ゆう馬まのことが好すき、なの？」

　聞きいた瞬しゅん間かん、羽はね倉くらさんの顔かおは、ボッ！と音おとがするんじゃないかってくらい、真まっ赤かになってしまった。

「えっと、あの…………うん」

　それは、消きえ入いりそうな声こえで。

　なんて……。

　なんてかわいいんだ！

　ただでさえ美び少しょう女じょなのに、好すきな人ひとの話はなしで照てれてる羽はね倉くらさんは、もう最さい高こうにかわいい！

　やっぱり、恋こいする女おんなの子こは最さい強きょうだ！
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「わーわーわー！　そうなんだね！　正しょう直じき、羽はね倉くらさんみたいなかわいい子こが、なんで悠ゆう馬まに？って感かんじだけど、私わたしはいいと思おもうよ！」

　私わたしは思おもわず羽はね倉くらさんの両りょう手てを握にぎって、ブンブン振ふっちゃった。

　羽はね倉くらさんは、驚おどろいた顔かおをしている。

　むっ、ちょっと強ごう引いんに行いきすぎたかな。

　地じ味みキャラが、ヒロインの手てを取とってすみません！

「……あたし、前まえ田ださんと坂さか木きくんはカレカノなのかなって思おもってた。そういうウワサあったし」

「私わたしと悠ゆう馬まが？ ──ないない！ ただの幼おさななじみっていうか、きょうだいみたいなもんだよ」

「……そうなの？」

「うん！ まぁどっちが上うえかってのは、いまだに決けっ着ちゃくがついてないんだけどね～」

　私わたしは自じ分ぶんが上うえだと思おもってるんだけどなぁ。

　にっこり笑わらって、私わたしは言いった。

「だから、ぜんぜん気きにしないでね」

　羽はね倉くらさんは、なにか言いいたそうな表ひょう情じょうをしている。

　幼おさななじみって、恋れん愛あいモノにおけるハードルの一つだもんね。

　マンガとかでも、よく見みる設せっ定ていだし。

　気きになるのは、よくわかる。

　だけど、クラス一いち、かわいい羽はね倉くらさんだよ？

　ヒロイン決けっ定ていじゃん！

　羽はね倉くらさんがフラれるなんて、ぜったいありえないよ！

　掃そう除じの時じ間かんのチャイムが鳴なった。

「私わたし、わたり廊ろう下かの当とう番ばんだから、行いくね。じゃあね～」

　私わたしはわたり廊ろう下かへと向むかった。

　もの言いいたげな、羽はね倉くらさんの視し線せんに気きづかないまま。
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　朝あさから感かんじてた視し線せんって、やっぱり羽はね倉くらさんだったんだなぁ。

　なんで見みられているのかわかんなかったけど、理り由ゆうがわかったらすっきりした～。

「まさか羽はね倉くらさんがなぁ」

　たしかに、土ど曜よう日びの試し合あいでも、悠ゆう馬まは活かつ躍やくしていた。

　サッカーはそこそこ上じょう手ずだから、そこが女じょ子しにはいいのかもしれない。

　だけど、いままで悠ゆう馬まが関かかわってる恋こいバナって、聞きいたことがなかったから、羽はね倉くらさんのことは意い外がいだった。

　あんなにかわいい羽はね倉くらさんでも、あんな顔かおするんだなぁって思おもったら、ちょっと身み近ぢかに感かんじちゃったな。

　うまくいったらいいなぁ。

「そうだ！　帰かえったら、悠ゆう馬まのタイプとか聞きいてみよう！」

　そういう話はなしって、これまでぜんぜんしてこなかったから、ちょっと楽たのしみかも。

　悠ゆう馬まのタイプって、どんな子こなんだろう？
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　自じ分ぶんの家いえで夕ゆうごはんを食たべたあと、私わたしは宿しゅく題だいのプリントとペンケースを手てに、立たち上あがった。

「ちょっとおとなりで、悠ゆう馬まと宿しゅく題だいしてくるねー」

　もちろんこれは、口こう実じつだ。

　チャイムだけ鳴ならして、返へん事じを待またずに家いえに上あがり込こむ。

「悠ゆう馬ま～、宿しゅく題だい教おしえて～」

　悠ゆう馬まもごはんを食たべ終おえていたようで、リビングでくつろいでいた。

　私わたしの姿すがたを目めにして、嫌いやそうな表ひょう情じょうを浮うかべる。

「お前まえなー、たまには自じ分ぶん一人ひとりでやれよ」

「二人ふたりでやったほうが、効こう率りついいじゃん。ていうか、やってないって、決きめつけないでよ」

「やったのか？」

「やってないけど！」

　やっぱりって顔かおをされたけど、私わたしはごまかすように笑わらった。

　ため息いきをつきながらも、悠ゆう馬まは立たち上あがってくれる。

　なんだかんだ言いっても、悠ゆう馬まは優やさしいんだ。

　二階かいの悠ゆう馬まの部へ屋やに入はいって、私わたしはいつもどおり、折おりたたみテーブルを出だす。

　悠ゆう馬まの部へ屋やは、シンプルだ。

　サッカー雑ざっ誌しこそいっぱいあるけど、よけいな物ものはおかれてない。

　ぬいぐるみとか、いろんなかわいいもので散ちらかってる私わたしの部へ屋やとは、大おお違ちがい。

　この雰ふん囲い気きも、落おち着つくけどね。

「で？　宿しゅく題だいってなんだっけ？」

「悠ゆう馬まもやってないんじゃん」

「俺おれは部ぶ活かつで、さっき帰かえってきたんだよ！」

　まぁ、わかってたけどね！

　おとといの試し合あいでも活かつ躍やくしてたし、サッカー、がんばってるんだなぁ。

　さぁて、ふざけてないで、まずはちゃんと、宿しゅく題だいやらなきゃね！
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　やっぱり悠ゆう馬まといっしょだと、宿しゅく題だいは、あっという間まに片かたづいた。

　悠ゆう馬まは数すう学がくが得とく意いだし、私わたしは社しゃ会かいが得とく意い。

　おたがいに教おしえあいながら、宿しゅく題だいを終おわらせた。

　いまはおばさんが持もってきてくれたレモンスカッシュを飲のみながら、くつろいでいるところ。

　そうだ！　聞きくならいまがチャンスかも！

「ねぇ悠ゆう馬ま」

「うん？」

　パチッと目めが合あった。

　あれ？

　なんで私わたし、一いっ瞬しゅんドキッとしたんだろう？

　見み慣なれた悠ゆう馬まの顔かおなのに。

「あの……悠ゆう馬まってさ、どんな女じょ子しが好このみなの？」

　なぜか、ちょっと緊きん張ちょうしてしまう。

　悠ゆう馬まとはいままで、こういう話はなしをしたことなかったもんね。

　ドキドキしながら待まってるけど、返へん事じがない。

　ちらっと見みてみると、悠ゆう馬まは口くちを開あけたり閉しめたり。上うえを向むいたり、下したを向むいたり。

　どうしちゃったんだろう？

「悠ゆう馬ま？」

「あー……。なんで、いきなりそんなこと聞きくんだ？」

　そっか。

　たしかに、急きゅうにこんなことを聞きいたら、とまどうよね。

　でも、羽はね倉くらさんが理り由ゆうだってことは、言いえないし……。

「えっと……。そう！　悠ゆう馬まのファンから聞きかれたの！　すっごくかわいい女おんなの子こだよ！」

「…………は？」

　うん、我われながら、いい口こう実じつ！

　サッカー部ぶの試し合あいがあったばかりだし、活かつ躍やくしてた悠ゆう馬まを見みて、ファンが増ふえたってことにしよう！

「悠ゆう馬まもすみにおけないよね～。やっぱりスポーツ得とく意いな男だん子しって、モテるんだね。彼かの女じょ作つくろうと思おもったら、すぐできちゃうんだろうな～」

　なぜだか、口くちがよく回まわる。

　私わたし、こんなこと考かんがえてたんだっけ？

　なんか、よけいなことまで言いってるような……。

　そのとき、バンッという音おとがして、ビクッとなった。

　悠ゆう馬まのこぶしが、テーブルに振ふり落おとされていた。

「ゆ、悠ゆう馬ま……？」

「期き待たいした俺おれが、バカだった」

　静しずかな口く調ちょうで、悠ゆう馬まは言いった。

　静しずかなんだけど、これってもしかして、怒おこってる……？

「悠ゆう馬ま、どうし……」

「そいつに聞きいてこいって、頼たのまれたのか？　俺おれのタイプはどんなヤツかって」

「そ、そういうわけじゃ、ないけど……」

　羽はね倉くらさんに、なにか言いわれたわけじゃない。

　私わたしが勝かっ手てに聞きいたんだ。

「なら、勝かっ手てなことすんなよ。そいつの気き持もちを考かんがえたのか？　俺おれの気き持もちだって……。いや、人ひとの気き持もちを勝かっ手てに伝つたえるって、無む神しん経けいだろ」

　たしかに、そうだけど……。

　でも好すきなタイプなんて、芸げい能のう人じんがインタビューで答こたえてるような、フツーの質しつ問もんじゃない!?

「だいたい千ち帆ほは、いつも暴ぼう走そうしすぎなんだよ。工く藤どうさんのことだって、いつも振ふり回まわしてるだろ」

「そっ、そんなことないもん！」

「どうだか」

　吐はき捨すてるように、悠ゆう馬まは言いう。

　むきー！　感かんじ悪わるい！

　なんでそこまで言いわれなきゃならないの!?

　私わたしとほのちゃんは、相そう思し相そう愛あいだもん！
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「ふんだ！　ふんだ！　悠ゆう馬まなんか、中ちゅう学がく入はいったらワックスとか使つかって、かっこつけちゃって！　中ちゅう学がくデビューヤロー！」

「はぁぁ？　校こう則そくの範はん囲い内ないだし。千ち帆ほに文もん句く言いわれるすじあいないだろ」

「うるさーい！」

　あーもう！

　ああ言いえばこう言いう！

「千ち帆ほこそ、もう中ちゅう学がく生せいなんだから、ちょっとは気きにしろよ！　こんな時じ間かんに、男おとこの部へ屋やに……来くる、とか……」

「なに!?」

　最さい後ごのほう、悠ゆう馬まの声こえが小ちいさくて、聞きこえなかった。

　だけど悠ゆう馬まは、口くちをモゴモゴさせるだけだ。

　私わたしをキッとにらみつけてくる。

「いいかげん、幼おさななじみ離ばなれしろって言いってるんだ！　いつまでも子こどもじゃないんだから！」

　はぁぁー!?　なにそれ！

　なんで、いまそんなことを言いうの!?

　そう思おもうけど、とっさに言いい返かえす言こと葉ばが思おもい浮うかばない。

　私わたしはババッと荷に物もつをまとめて、立たち上あがった。

「もういい！　悠ゆう馬まなんてきらい！　『悠ゆう馬まの好すきなタイプはゴリラです』って言いいふらしてやる！　ばーかばーか!!」

「おいやめろ！」

　私わたしは悠ゆう馬まの返へん事じを聞きかず、部へ屋やを飛とび出だした。
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「ふんだ！　ふんだ!!　ふんだっ!!」

　家いえに帰かえって、お風ふ呂ろに入はいった私わたしは、まくらをボスボス殴なぐっていた。

　そのまままくらを抱だいて、ゴロンと横よこになる。

「悠ゆう馬まってば、あんなに怒おこらなくてもいいのに……」

　…………たしかに、さっきの質しつ問もんは。

　ちょっと、デリカシーが足たりなかったかもしれない。

　でも、そこまで責せめられることじゃないと思おもう。

「羽はね倉くらさんから、たのまれたわけでも、なかったしなぁ」

　いやいやそれにしても、悠ゆう馬まは怒おこりすぎだ！

　もういっしょに宿しゅく題だい、やってあげないんだから！

『こうしてはしゃげるのも、今こ年としで終おわりかもね』

　ふいに、お花はな見みのあと、お母かあさんが言いったことを思おもい出だした。

　あのときは、そんなわけないって思おもった。

　いくつになっても、悠ゆう馬まとはずっとなかよくしていられるって。

　でも……。




「いいかげん、幼おさななじみ離ばなれしろって言いってるんだ！　いつまでも子こどもじゃないんだから！」




　悠ゆう馬まの言こと葉ばが、頭あたまの中なかをグルグル回まわる。

　幼おさななじみ離ばなれって、いつかはしなきゃいけないものなのかな。

　ずっといっしょじゃ、いられない？

「明日あしたは、いつもどおりにできるよね……？」

　起おきあがって、カーテンを開あけてみる。

　ここからは、悠ゆう馬まの部へ屋やの窓まどが見みえる。

　だけど、いまはそのカーテンはしっかりと閉しめられていて、開ひらく様よう子すもない。

　きっと、大だい丈じょう夫ぶだよね。

　悠ゆう馬まの本ほん心しんが見みえなくて、私わたしはムキになったことを後こう悔かいしていた。
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　やっぱり、私わたしから謝あやまろうかな……。

　そう思おもって、家いえを出でた朝あさ。

　家いえの前まえで、悠ゆう馬まとばったり鉢はち合あわせた。

「あ、あの……悠ゆう馬ま……」

　いざ本ほん人にんを目めの前まえにしたら、言こと葉ばに詰つまっちゃった。

　そんな私わたしの横よこを、悠ゆう馬まはすり抜ぬけていく。

　なにも言いわないまま。
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「なっ、なにあれ～!!」

　おはようもナシ!?

　感かんじわる～!!

　私わたしはムカムカしながら、学がっ校こうへ向むかった。

「千ち帆ほちゃん、おはよう……ってどうしたの？」

「ほのちゃんおはよう！　悠ゆう馬まのバカがね！」

　門もんのところで会あったほのちゃんは、私わたしの勢いきおいにびっくりしている。

　いけない、いけない。ほのちゃんが悪わるいわけじゃないのに。

「なにかあったの？」

　それでも、こうして気きにかけてくれるほのちゃんは、本ほん当とうに優やさしい子こだ。

　私わたしは深しん呼こ吸きゅうをする。

　落おち着つけー、落おち着つけー。

　そこでふと、気きがついてしまった。

　ほのちゃんの目め元もと、なんだか赤あかくない？

「……ほのちゃん、なにかあったの？」

　私わたしのことより、いまは、ほのちゃんだ。

　どう見みても泣なきはらした目めをしてる、ほのちゃんに、私わたしのどうでもいい怒いかりの話はなしとかしてる場ば合あいじゃない。

　問といかけると、ほのちゃんは、ぐっと言こと葉ばに詰つまってしまった。

　私わたしは、ほのちゃんの手てをぎゅっと握にぎった。

「あせってしゃべらなくていいから。ゆっくりでいいよ」

「うん、ありがとう……。お昼ひる休やすみに、話はなしを聞きいてくれる？」

「もちろん！」

「千ち帆ほちゃんの話はなしも、あとで聞きかせてね」

　ふんわり笑わらいかけてくるほのちゃんに、私わたしの心こころはちょっといやされた。




　　　　[image: ]




　昼ひる休やすみを迎むかえて、私わたしたちは、教きょう室しつのすみっこの席せきに集あつまっていた。

「それで、ほのちゃん。なにがあったの？」

　午ご前ぜん中ちゅうの授じゅ業ぎょうを終おえて、ほのちゃんの目めも、だいぶマシになってる。

　そこだけは、ちょっと安あん心しんした。

「昨日きのうね、レナ先せん輩ぱいから、メッセージがきたんだ」

　レナ先せん輩ぱいは、三月がつに卒そつ業ぎょうした、美び術じゅつ部ぶの先せん輩ぱいだ。

　大人おとなっぽくて、優やさしくて、私わたしもほのちゃんも、大だい好すきな先せん輩ぱいだったんだ。

「レナ先せん輩ぱいって、つかさ先せん輩ぱいと同おなじ高こう校こうだったよね？」

「うん。岡おか本もと先せん輩ぱいと、また三人にんいっしょなんだって」

　岡おか本もと先せん輩ぱいは、レナ先せん輩ぱいの彼かれ氏しさん。

　中ちゅう学がく時じ代だいから、三人にんなかよしだったんだ。

「レナ先せん輩ぱい、なんて？」

「今こん度ど、千ち帆ほちゃんと三人にんで、遊あそびに行いこうってお誘さそいだったんだけど……」

「ほんと？　わー、行いく行いくー」

　レナ先せん輩ぱいからのお誘さそいなら、断ことわるはずがない！

　でも、そのことと、ほのちゃんが泣ないてたことと、なんの関かん係けいがあるんだろう？

「それで？　他ほかになにかあったんだよね？」

「つかさ先せん輩ぱいが、高こう校こうでどんな様よう子すか聞きいてみたんだ。先せん輩ぱい、最さい近きん背せが伸のびてきてね。……けっこう、モテてるんだって」

「ふぇっ!?」

　村むら瀬せ先せん輩ぱいといえば、あんまり背せが高たかくなくて、人ひとなつっこい柴しば犬いぬみたいな人ひとだ。

　話はなしやすいし、みんなの人にん気き者ものだった。

　その村むら瀬せ先せん輩ぱいが、背せが伸のびてかっこよくなったっていうと……。

「ふむ。たしかに、女じょ子しにほっとかれなそうだ」

「千ち帆ほちゃ～～ん」

　ほのちゃんは、涙なみだ声ごえで机つくえにつっぷしてしまう。

　しまった、落おち込こませようとしたわけじゃなかったんだけど。

「ごめんごめん。そうだよねぇ。離はなれてると、不ふ安あんはつきものだよねぇ」

「そこなんだよ……。いまは同おなじ校こう内ないにいるわけでもないし……。淋さびしいなって思おもったら、泣なけてきちゃって」

「そっか……」

　なんて言こと葉ばをかけたらいいんだろう。

　ほのちゃんと村むら瀬せ先せん輩ぱいは、二歳さい差さ。

　だから、同おなじ高こう校こうに行いけたとしても、また一年ねん間かんだけしか、いっしょに学がっ校こう生せい活かつを送おくることはできない。

　去きょ年ねん、数すうか月げつくらい、会あわない時じ間かんを作つくって、その予よ行こう練れん習しゅうをした二人ふたり。

　あの時じ間かんは乗のり越こえることができたけど、実じっ際さいにその日ひがやってくると、気きづかなかった不ふ安あんも出でてくるんだなぁ。

「ほのちゃんの感かんじてること、先せん輩ぱいには話はなしてみた？」

「まだ。こんな気き持もち、どう話はなしたらいいか、わかんなくて」

「ハッキリ言いっていいんじゃない？　『わたし以い外がいを見みないでくださーい！』って」

「そっ、そんなこと、言いえないよ！」

　ほのちゃんってば、真まっ赤かになっちゃってる。

　って、にまにましてる場ば合あいじゃなかった。

「でも先せん輩ぱいは、ほのちゃんが一人ひとりで思おもい悩なやんでるよりも、気き持もちを聞きかせてほしいと思おもうんじゃないかな」

「そう、かな」

　っていうか、ほのちゃんのそれって、ヤキモチじゃん。

　先せん輩ぱい、むしろちょっと嬉うれしくなっちゃうんじゃないかな。

「とりあえず、先せん輩ぱいにぶつかってみるのみ！」

「が、がんばる……」

　うまくいくことばっかりが、恋れん愛あいじゃないよね。

　そりゃあ、うまくいってほしいけど。

　いろんな困こん難なんを乗のり越こえて、きっと仲なかは深ふかまっていくんだ。

　やっぱり、恋れん愛あいっていいなぁ。

「坂さか木きセンパイいますか？」

　そんな声こえが聞きこえて、教きょう室しつの入いり口ぐちを見みる。

　そこには、みのるくんの姿すがたがあった。

　みのるくんはまっすぐ悠ゆう馬まに近ちかづいていって、なにやら楽たのしそうに話はなしかけている。

　本ほん格かく的てきに、悠ゆう馬まに懐なついちゃったなぁ。

　そういえば。

「ほのちゃん、みのるくんとはどうなの？」

「あいかわらずだよ……。移い動どう教きょう室しつとかで鉢はち合あわせても、思おもいっきり、顔かおを逸そらされるんだ……」

　それは、なかなかに手て強ごわいな……。

　悠ゆう馬まと話はなしてるみのるくんは、ぜんぜんそんな態たい度どを取とる子こには見みえないのにな。

「ああしてるとかわいいのにね」

「そうなの！　わたし一人ひとりっ子こだから、弟おとうとができたようで、嬉うれしかったのに」

　しょんぼりするほのちゃん。

　私わたしはほのちゃんの肩かたを、ぽんぽん叩たたいた。

「まぁでも、ヤツはポメラニアンなんだし、そのうち懐なつくよ！」

「だから千ち帆ほちゃん、みのるくんのこと、ワンコ扱あつかいするのはやめよう？」

　そう言いいながらも、ほのちゃんだって笑わらってるじゃーん。

　私わたしもいっしょになって、にししと笑わらっちゃった。

「まぁでも、これ以い上じょう、好こう感かん度どが下さがることはないんだし、あとは上あがっていくだけだよ」

「でも、平へい行こう線せんだったら、どうしよう」

「うっ、それは……」

　その可か能のう性せいもあったか。

　私わたしはちらりと、みのるくんを見みてみる。

　羽はね倉くらさんやバスケ部ぶの子こたちも加くわわって、みんなにいじられてるみのるくんは、ちょっとワタワタしている。

　バスケ部ぶでも、かわいがられてるんだなぁ。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいの弟おとうとだし、その流ながれもあるのかも。

「基き本ほん的てきに、かわいい後こう輩はいなんだよね」

「そうそう。末すえっ子こだからね」

　ニコニコしながら、話はなすほのちゃん。

　なんていうか、これは……。

「ワンコっていうより、むしろ、なつかない猫ねこを、手てなずけたい感かんじ？」

「そう、それ！」

　指ゆび差さしあって、ピンときたという顔かおをする私わたしたち。

　思おもわず吹ふき出だしてしまった。

「ほのちゃん、ワンコ扱あつかいするなって言いっておきながら！」

「だって……！　あまりにもぴったりだったんだもん！」

　この調ちょう子しなら、大だい丈じょう夫ぶかな。

　みのるくん、早はやくほのちゃんにもなつくんだぞー！

　ひとしきり笑わらって、ほのちゃんはまじめな表ひょう情じょうになる。

「話はなし、聞きいてくれて、ありがとね。ちょっとすっきりした。それで、千ち帆ほちゃんはなにがあったの？」

　私わたしは、昨日きのうのことを思おもい出だして、うーんとうなった。

「幼おさななじみでも、やっぱ男だん子しって、よくわかんないなって……」

「それ、坂さか木きくんのこと？」

「うん」

　なんで、あんなに怒おこったんだろう？

　悠ゆう馬まとはこれまでも、ケンカしたことはいっぱいある。

　それこそ数かぞえきれないくらい。

　だけど……昨日きのうのは、いままでとは違ちがったような気きがする。

「いつもどおり、話はなしてただけなのに、なんかすっごく怒おこられちゃったんだよね。まぁ私わたしも、売うり言こと葉ばに買かい言こと葉ば、って感かんじだったかもしれないけど……」

　悠ゆう馬まの怒おこりっぷりを思おもい出だして、ため息いきが出でる。

「千ち帆ほちゃん、ちょっと素す直なおになって、考かんがえてみるといいよ」

　素す直なおに……素す直なおにかぁ。

　それは難むずかしいなぁ。

　またあんなふうに言いわれたら、かっとなって言いい返かえしちゃいそう。

　それに、また無む視しされたら、どうしたらいいんだろう。

　……いままでだったら、私わたしがあれくらいのことを言いっても、怒おこらなかったような気きがする。

　中ちゅう学がくに入はいって、自じ分ぶんの見みかけを意い識しきしだした悠ゆう馬ま。

　私わたしが気きづかなかっただけで、変かわっていくきざしは、少すこしずつ出でてきていたのかも。

　いままで考かんがえたことなかったけど、悠ゆう馬まの中なかに、私わたしには話はなせないような気き持もちとかも、生うまれてたのかな。

　二人ふたりの距きょ離りは、ずっと変かわらないと思おもってたのは、私わたしのほうだけだったとか……。

　だとしたら、私わたしが素す直なおになったところで、どうしようもない。

　だって、悠ゆう馬まが受うけ入いれてくれなかったら……。

　そんなこと、いままで想そう像ぞうしたこともなかったから。

　どうしたらいいか、まったくわからなくて、私わたしは途と方ほうに暮くれた。
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　それから数すう日じつ間かん。

　結けっ局きょく、悠ゆう馬まとは、なんとなく話はなせないままだった。

　なぜだか、タイミングが合あわないんだ。

　学がっ校こうでは、さりげなく避さけられてしまうし……。

　それに、めずらしくお母かあさんの帰かえってくる時じ間かんが早はやくて、坂さか木き家けで夕ゆう食しょくをごちそうになる機き会かいもなかった。

「そういえば千ち帆ほ。最さい近きん、悠ゆう馬まくんのとこに行いってなくない？」

　なんてお母かあさんに聞きかれても、「うん……」と煮にえ切きらない返へん事じしかできない。

　悠ゆう馬まと話はなしたいのは山やま々やまなんだけど、時じ間かんが経たつほどに、家いえへ行いきづらくなっていた。

　あれだけ大おおゲンカしたんだもんね。

　なんて話はなしを切きり出だしたらいいか、わからなくなっちゃったんだ……。
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　悠ゆう馬まとまともに話はなせないまま、何なん日にちか経たった。

　こんなに長ながい間あいだ、口くちをきかないことも、ちゃんと顔かおを合あわせないことも、初はじめてで。

　これまでだったら、数すう日じつ後ごには、ケロッと仲なか直なおりできてたのに……。

　それは、昼ひる休やすみの保ほ健けん室しつでの、できごとだった。

「────前まえ田ださん、坂さか木きと、なにかあった？」

「へっ!?」

　保ほ健けん委い員いんの当とう番ばんで、天てん神じんくんと保ほ健けん室しつにいたときのことだ。

　ケガや体たい調ちょう不ふ良りょうの人ひともいなくて、二人ふたりっきりだった。

　保ほ健けんの記き録ろくをまとめていたところに、天てん神じんくんからそんな質しつ問もんが飛とんできた。

「なっ……にもないよ？　なんで？」

「いやいや。前まえ田ださん、わかりやすすぎ。顔かおに書かいてあるよ」

　天てん神じんくんは、おかしそうにくすくす笑わらった。

　私わたしはペタペタ顔かおを触さわる。

　どんな顔かおをしてたんだろう……。

「前まえ田ださんから坂さか木きに話はなしかけに行いかなくなったし、坂さか木きも前まえ田ださんのこと、さけてるみたいだし」

「そんなにあからさまだったかな……」

「うん、一いち部ぶでうわさになってるくらい？」

「えっ!?　けっこう広ひろまってる感かんじ!?」

　どうしてそうなったの!?

　天てん神じんくんは、ペンをピッと私わたしのほうにむけた。

「坂さか木き、あれでけっこう人にん気き者ものだからね。サッカー部ぶでも一年ねんからレギュラーだし、高こう校こうにも、サッカーのスポーツ推すい薦せんで行いくんじゃないかって、話わ題だいになってるんだよ」

「そう、なの？」

　ぜんぜん知しらなかった……。

　たしかに、サッカーをがんばってるなとは思おもってた。

　たまに試し合あいの応おう援えんにも行いくこともあったけど、うちのサッカー部ぶ員いんは多おおい。

　あの中なかでレギュラーになるのは、すごいことだったんだ。

　悠ゆう馬まは、もう進しん路ろを決きめてるのかな。

　聞きいたことが、なかったかも……。

　好すきな人ひとのタイプだけじゃない。

　私わたし、もしかして、知しらないことがいっぱいある？

　悠ゆう馬まのことは、なんでも知しってると思おもい込こんでいたけど、実じつはそうじゃないのかも。

「それで？　なんでケンカしたの？」

　天てん神じんくんは、机つくえに片かた手てで頬ほお杖づえをついて、ニコニコしながら聞きいてくる。

　むう……。

　これ絶ぜっ対たい、楽たのしんでるよね。

「ケンカじゃないよ。悠ゆう馬まが私わたしに、一いっ方ぽう的てきに怒おこってるだけ」

「そうなの？」

「そうだよ！　私わたしはただ、フツーに質しつ問もんしただけだったのに……。そうだ、天てん神じんくん！　男だん子しの立たち場ばで、意い見けんを聞きかせて！」

　私わたしは、ずいっと身みを乗のり出だした。

　男だん子しのことは、男だん子しに聞きけ、だ！

　天てん神じんくんなら、意い見けんを聞きくのにピッタリだ。

「男だん子しに向むかって、好すきな子このタイプを聞きくのって、ダメなこと？　そんなに嫌いやがられるような質しつ問もんかな？」

　女じょ子し同どう士しなら、そういう質しつ問もんをするのはフツーのことだ。

　でも、もしかしたら、男だん子しにはＮエヌＧジーだったの？

　私わたしの質しつ問もんに、天てん神じんくんは目めをパチパチさせた。

「え、もしかして、前まえ田ださん、それ、あいつに聞きいたの？」

「うん。なにかいけなかったかな」

　天てん神じんくんは腕うでを組くんで、深しん刻こくそうな顔かおをする。

「確かく認にんなんだけど、前まえ田ださんって、坂さか木きのこと、好すきなの？」

「えっ、まっさか～！　みんなそう言いうけど、悠ゆう馬まはただの幼おさななじみだって！」

　どうしてみんな、そういうふうに言いうのかなぁ？

　見みててわかりそうなものなのに。

　私わたしがブンブン手てを振ふって答こたえると、天てん神じんくんは、大おおきなため息いきをついて、イスにもたれかかってしまった。
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「天てん神じんくん？」

「……結けつ論ろんから言いうと、ダメな質しつ問もんではないと思おもう」

　ほら、やっぱりそうなんだ。

　じゃあ、なんで悠ゆう馬まはあんなに……？

「ただし」と天てん神じんくんは、身みを乗のり出だして、人ひと差さし指ゆびを立たてた。

「聞きいてくる相あい手てによっては、ダメなときもある」

「えぇっ!?　なにそれなにそれ？　どういうこと？」

　私わたしが混こん乱らんしていると、天てん神じんくんはフッと笑わらった。

「それは前まえ田ださんが、自じ分ぶんで考かんがえることだね」

　そう言いって、立たち上あがる。

　同どう時じにチャイムが鳴なった。

「さ、予よ鈴れいだよ。早はやく行いかないと、授じゅ業ぎょうに遅おくれちゃう」

　結けっ局きょく、疑ぎ問もんが増ふえただけのような気きがする……。

　もう！

　モヤモヤしちゃうじゃん！
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　昼ひる休やすみも終おわりかけ。

　あたし──羽はね倉くら麻ま友ゆは、坂さか木きくんに、図と書しょ委い員いんの連れん絡らく事ごとを伝つたえていた。

「じゃあ、羽はね倉くらさん。プリントは俺おれが出だしとくよ」

「うん。坂さか木きくん、お願ねがいね」

　そのとき、教きょう室しつに前まえ田ださんと天てん神じんくんが入はいってきた。

「ねぇ天てん神じんくん、やっぱり、さっきのわかんない。教おしえてよー」

「もー、少すこしは自じ分ぶんで考かんがえなよ、前まえ田ださん」

　なんだか、楽たのしそう。

　前まえ田ださんって、天てん神じんくんと仲なか良よくなったのかな？

「あの二人ふたり、最さい近きんよくいっしょにいるよね」

「あー、委い員いん会かいが同おなじだしな」

　前まえ田ださんは、坂さか木きくんのことを、ただの幼おさななじみって言いっていた。

　でも、坂さか木きくんのほうは、どうなんだろう。

「そういえば、坂さか木きくん、最さい近きん前まえ田ださんと、あんまりしゃべってなくない？」

「そう、かな」

　あれ？　なんだか歯は切ぎれ悪わるい？

　聞きいちゃマズかったかな……？

「前まえ田ださんと、なにかあったの？」

　あたしが尋たずねると、坂さか木きくんは、ちょっと気きまずそう。

「なんていうか……ちょっとケンカ、しちゃって」

「そうなんだ。二人ふたり、仲なかがいいと思おもってたから、なんか意い外がいだな」

「うーん……。やっぱ幼おさななじみって言いってもさ、中ちゅう学がく生せいになったんだから、いつまでもいっしょにいるってわけにもいかないじゃん？」

「そういうものなの？」

「あぁ」

　付つき合あってるってうわさがあるくらいの二人ふたりだったけど……。

　幼おさななじみ離ばなれの時じ期きってことなのかな？

　たしかに、いろいろ気きになってくる年としごろだけど……。

「でも、坂さか木きくん、なんだか、へこんでない？」

　あたしがそう聞きいたら、坂さか木きくん、図ず星ぼしって顔かおになって、黙だまり込こんじゃった。

　ばつが悪わるそうに、頬ほおをかいている。

「……やっぱ、慣なれなくて。調ちょう子しが出でないっていうか……」

「小ちいさいころからいっしょだと、そういうふうに感かんじちゃうのかもね」

　ちょっと妬やけちゃうけど、落おち込こんでる坂さか木きくんは、見みていられない。

　なにか力ちからになれればいいのに……。

「なんか、羽はね倉くらさんにはこういうこと、話はなせちゃうな」

「あっ、あたしでよかったら、またいつでも話はなし聞きくよ！」

　坂さか木きくんと二人ふたりで話はなせるなら、なんだって嬉うれしいし！

　あたしの言こと葉ばに、坂さか木きくんは小ちいさく笑わらった。

「ありがと。……頼たよりにしてる」

　わっ！

「う、うん！　まかせて!!」

　チャイムが鳴なって、「プリントは出だしとくから」と言いって、坂さか木きくんは自じ分ぶんの席せきへと行いってしまう。

　あたしは窓まどぎわの自じ分ぶんの席せきに座すわって、頬ほお杖づえをついて外そとを見みているふりをした。

　～～～～ダメだダメだ！

　にやけるな！

　ちょっと笑わらいかけられたくらいで、こんなにも心しん臓ぞうがうるさくなってしまう。

　本ほん当とうに、恋こいって厄やっ介かいだ。

　だけど、こんな気き持もちが、ぜんぜんいやじゃない。

　それがふしぎだった。
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　悠ゆう馬まのことはおいといて、ひとまず気き持もちを切きり替かえて、楽たのしいことを考かんがえよう！

　そう思おもった矢や先さきに、うってつけの行ぎょう事じが飛とび込こんできた。

「来らい週しゅうは校こう外がい学がく習しゅうで、博はく物ぶつ館かんに行いきます。なので、これから班はん分わけをしまーす」

　そう、校こう外がい学がく習しゅうだ！

　班はんごとに博はく物ぶつ館かんを見みてまわって、調しらべ学がく習しゅうをするんだ。

　いま、社しゃ会かいの授じゅ業ぎょうでやってるところの特とく別べつ展てんだから、楽たのしみ！

「班はん分わけは、公こう正せいにくじ引びきで決きめます。そっちの席せきから順じゅん番ばんに、引ひきに来きてください」

「いっしょの班はんになれるといいね、ほのちゃん」

　私わたしは後うしろの席せきのほのちゃんに、こっそり話はなしかけた。

　さて、私わたしは何なん班ぱんかな～？

「三班はんだ。ほのちゃんは？」

「わたしも三班はん！　やったね！」

　やっぱり私わたしとほのちゃんは、運うん命めいの親しん友ゆうなんだ～。

　さて、ほかのメンバーは、だれかな？

　黒こく板ばんに名な前まえが書かかれていて、見みてみると……。

「あ……」

　三班はんのところにあるのは、私わたしとほのちゃんの名な前まえ。

　そのとなりには、悠ゆう馬まの名な前まえがあった。

「千ち帆ほちゃん、これは仲なかなおりのチャンスだよ！」

「そう……だよね」

　悠ゆう馬まとは、あれからずっと口くちをきいていない。

　会あおうとしないと、ぜんぜん顔かおを合あわせないってことに、気きがついた。

　部ぶ活かつだって違ちがうし、クラスの席せきだって離はなれている。

　となりの家いえに住すんでいるのに会あわないことが、こんなに簡かん単たんだったんだって、びっくりするくらい。

　それで、ずっときっかけを掴つかめずにいたけど……ようやく運うんが巡めぐってきた！

「おれも、いっしょだよ」

「あっ、天てん神じんくん」

　ほのちゃんの声こえに振ふり返かえると、そこには天てん神じんくんが立たっていた。

　私わたしはもう一いち度ど、黒こく板ばんを見みてみる。

「天てん神じんくんに、羽はね倉くらさん？」

　三班はんは、私わたし・ほのちゃん・悠ゆう馬ま・天てん神じんくん・羽はね倉くらさんの五人にんだった。

　なんという、くじ運うん……。

「あ～っ、うち、麻ま友ゆと同おなじ班はんがよかった～！」

「あたしもだよ～。めっちゃ残ざん念ねん！」

　羽はね倉くらさんが、友ともだちとそんな会かい話わをくり広ひろげている。

　仲なかのいいグループで、羽はね倉くらさんだけが、私わたしたちの班はんになっちゃったみたい。

　天てん神じんくんが、私わたしの肩かたをぽんぽんと叩たたいてくる。

「これもなにかの縁えんだし、よろしくな」

「……よろしく」

　ほのちゃんが、はらはらとした目めで見みてくる。

　不ふ安あんを感かんじるけど、私わたしはうなずくことしかできなかった。
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　校こう外がい学がく習しゅうは来らい週しゅうだ。

　それまでに、事じ前ぜん学がく習しゅうがあるんだ。

「じゃあ、班はんごとに机つくえを合あわせてくださーい」

　机つくえを合あわせて、班はんごとに分わかれた。

　ほのちゃんのとなり、天てん神じんくんの向むかい側がわに座すわったわけだけど……。

「じゃあテーマを決きめよっか」

　ムードメーカーの天てん神じんくんが、話はなしを切きり出だす。

　こっちを向むいた天てん神じんくんと、バチッと目めが合あった。

「前まえ田ださん、なにか意い見けんはない？」

「えっ、私わたし!?　なんで私わたし!?」

「だって、班はん活かつ動どうだよ？　協きょう力りょくしようよ」

「そう、だけど……」

　いつもだったら、空くう気きを読よんでくれる天てん神じんくんなのに、今日きょうは違ちがうみたい。

　そ、そう言いわれても～！

　ちらっと悠ゆう馬まを見みるけど、さっと目めを逸そらされてしまう。

　こっ、こいつぅ～～!!

　まぁまぁ、と羽はね倉くらさんが、とりなしてくれた。

「公こう正せいに、くじ引びきで決きまったメンバーなんだし、なかよくやろうよ」

「うん……。ごめんね、羽はね倉くらさん」

「そうだ！　二人ふたりのこと、下したの名な前まえで呼よんでもいい？　名みょう字じじゃ、なんだか、よそよそしいし」

　羽はね倉くらさんが、パンと手てをたたいて、意い外がいな提てい案あんをしてきた。

「うん、いいよ、もちろん！」

「じゃあよろしくね。ちほちゃん、ほのかちゃん」

「よろしく、まゆちゃん！」

「わたしもよろしくね、麻ま友ゆちゃん」

　はぁぁ、まゆちゃんって、本ほん当とうにいい子こだなぁ。

「じゃあ、まとまったところで、調しらべるテーマを決きめよっか」

　天てん神じんくんが、明あかるく言いう。

　よし！　私わたしも覚かく悟ごを決きめなくっちゃ！
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　と思おもったのに……。

「天てん神じん、そこはもっと、くわしく調しらべておいたほうがいいかも」

「あぁ、たしかに。じゃあ、後あとで図と書しょ室しつ行いこっか」

「工く藤どうさん、放ほう課か後ごは予よ定てい、大だい丈じょう夫ぶ？」

「今日きょうは部ぶ活かつもないから、大だい丈じょう夫ぶだよ」

　そんな会かい話わをしているのに、悠ゆう馬まとは目めも合あわない。

　あの態たい度どって、どうなの!?

　いいかげん、ムカつくんですけどー!!

「っていうかあれ、絶ぜっ対たいムシしてるよね!?」

「まぁまぁ」

「どっちが子こどもなのよー!!」

　放ほう課か後ご、私わたしとほのちゃんは、二人ふたりで図と書しょ室しつへと向むかっていた。

　悠ゆう馬まってば、私わたしに直ちょく接せつ、聞きけばいいようなことも、わざわざ、他ほかの子こにむかって、しゃべるんだ。

「ちょっと、根ねに持もちすぎじゃない？」

「うーん、わたしには、坂さか木きくんが意い地じになっているだけのようにも、見みえるけど……」

　ほのちゃんは、気きづかわしげに言いった。

「坂さか木きくんだって、本ほん当とうは千ち帆ほちゃんと、話はなしをしたいと思おもってるんじゃない？」

「どうだか！　このままじゃ、班はん活かつ動どうにも支し障しょうが出でるし、ちゃんとしてほしいよねー」

　とか言いいつつ、そんなこともないかもしれないって思おもった。

　悠ゆう馬まと話はなさなくても、それなりに事じ前ぜん学がく習しゅうは進すすんでいる。

　班はん活かつ動どうはうまく回まわっているんだ。

「あれ？　もしかして、悠ゆう馬まとこのままでも、大だい丈じょう夫ぶかも？」

「いやいや、だめだよ、千ち帆ほちゃん！」

　めずらしく、ほのちゃんのツッコミが入はいった。

　私わたしは、うーんと天てん井じょうをあおぐ。

「でもさぁ、いくら幼おさななじみって言いったって、一いっ生しょういっしょにいるわけじゃないじゃん？　いつかは幼おさななじみ離ばなれしなきゃいけないのかなぁって、私わたしも最さい近きん、考かんがえるんだ」

　お姉ねえちゃんだって、家いえを出でて行いってしまった。

　いつかは……って、覚かく悟ごしなきゃいけないのかもしれない。

「…………千ち帆ほちゃんは、それでいいの？」

　ほのちゃんに聞きかれて、私わたしは言こと葉ばに詰つまってしまった。

　──本ほん当とうは、そんなこと、考かんがえたくない。

　悠ゆう馬まとバカやってるのは、楽たのしいよ。

　ずーっと、こうしていたい。だけど……。

「……今いまはちょっと淋さびしいけど、しかたないよ」

　私わたしは、自じ分ぶんに言いい聞きかせるように、そう言いった。

　頭あたまではわかっている。なのにどうして、こんなに心こころが痛いたむんだろう？
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　そして迎むかえた、校こう外がい学がく習しゅう。

　悠ゆう馬まのことは、ひとまずおいといて、しっかり班はん活かつ動どうをしなきゃ！

「ほのちゃん、おはよう！」

「おはよう、千ち帆ほちゃん。ごきげんだね」

　ムリにでも元げん気きを出だしていかないと、一いち日にち乗のり切きれないからね！

　博はく物ぶつ館かん自じ体たいは、楽たのしみなんだ。

　テンション上あげていかなきゃ！
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　バスでは班はんごとに座すわる。

　私わたしの前まえの席せきに、悠ゆう馬まと天てん神じんくん。となりにほのちゃん、通つう路ろを挟はさんでとなりが、まゆちゃんだ。

「ちほちゃん、ほのかちゃん、アメいらない？」

「わ～、ありがとう！　これ、好すきなやつだよ～」

　まゆちゃんって、けっこう気きさくな子こだったんだなぁ。

　班はん活かつ動どうを通とおして、そう思おもうようになっていた。

　ラブレターをもらっても、『大たいした内ない容ようじゃない』なんて言いってたから、私わたしとはちがう世せ界かいに生いきてる子こなのかなって、最さい初しょは思おもってた。

　だけど話はなしも合あうし、明あかるいし、ぜんぜん気き取どったところがなくて、おもしろい子こだ。

　事じ前ぜん学がく習しゅうでも、率そっ先せんして資し料りょうまとめをしてくれて、すごく助たすかった。

　私わたしが男だん子しだったら、こんな子こを好すきになっちゃいそう！

　まゆちゃんは、悠ゆう馬まのことが好すきだって言いってたよね。

「今日きょう、できるだけ悠ゆう馬まといっしょにいなよ。せっかく同おなじ班はんなんだし」

　ちくっとする胸むねを無む視しして、私わたしは耳みみ打うちした。

　するとまゆちゃんが、恥はずかしそうに真まっ赤かになっちゃったから、ますますかわいいなって思おもったんだ。

　こんな女おんなの子こ、好すきにならずにはいられないよね！




　バスが博はく物ぶつ館かんに到とう着ちゃくした。

「ではこれから班はん行こう動どうになるけど、他ほかのお客きゃくさんの迷めい惑わくにならないよう、あまり騒さわがないようにね」

　生せい徒とたちは案あん内ない図ずを見みながら、思おもい思おもいに散ちらばっていく。

　私わたしは班はんのみんなを、振ふり返かえった。

「じゃあ、私わたしたちも行いこっか！」
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　博はく物ぶつ館かんには、いろいろなものが展てん示じしてあった。

　鎧よろいや兜かぶとに、巻まき物もの。

　ガラスケースの中なかに、堂どう々どうとした姿すがたで並ならんでいる。

「ほのちゃん、これすごくない？」

「当とう時じの絵えってことは、千年ねんくらい前まえの物ものってこと？　すごいねぇ」

　屛びょう風ぶには、細こまかい筆ひっ致ちで描えがかれている。

　そんな昔むかしの美び術じゅつ品ひんを、こんなふうに見みられるって、本ほん当とうにすごいことだなぁ……。

　私わたしたちは、気きづいたことをメモしていく。

　次つぎの展てん示じ室しつには、巨きょ大だいな仏ぶつ像ぞうが展てん示じしてあった。

「うわぁ……」

　私わたしの身しん長ちょうの倍ばいくらいもある。

　こんなに大おおきいもの、どうやって作つくったんだろう？

「ねぇ悠ゆう馬ま……」

　後うしろに立たった人ひとの気け配はいに、振ふり返かえった。

　でも、そこにいたのは、悠ゆう馬まではなかった。

「あ……天てん神じんくん……」

「……坂さか木きだと思おもった？」

　天てん神じんくんは、笑え顔がおで聞きいてくる。

　人ひと違ちがいした恥はずかしさで、ちょっと焦あせっちゃった。

「いやあの……。ついくせで……」

「ふーん？」

　天てん神じんくんが、ちらっと後うしろに目めをやった。

　少すこし離はなれたところで、悠ゆう馬まとまゆちゃんが展てん示じを見みている。

　まゆちゃんは楽たのしそうで、いい雰ふん囲い気きだ。

　私わたしがなにかしなくても、悠ゆう馬まとうまくいってるんだね。

　いいこと、だよね……と私わたしは、ちくちくする胸むねを押おさえて考かんがえた。

「坂さか木きと、仲なか直なおりしないの？」

　天てん神じんくんに聞きかれて、言こと葉ばに詰つまってしまう。

　それは……。

　そこでふと気きがついた。

「もしかして天てん神じんくん、悠ゆう馬まになにか聞きいた？」

　天てん神じんくんは、いじわるそうな顔かおをした。

「ばれたか」

　やっぱり！

　この前まえから、なんだか変へんだと思おもってたんだよね！

「相そう談だんされたってわけじゃないんだけどね。でも、なんだかほっとけないっていうか。坂さか木き、いいヤツじゃん？」

「まぁ、それはそうだけど」

　優やさしい声こわ色いろで話はなす天てん神じんくんに、私わたしは気きがそがれてしまった。

　天てん神じんくんは、少すこし先さきで一いっ生しょう懸けん命めいメモを取とってるほのちゃんに、目めを向むけた。

　そして小ちいさく笑わらって、また私わたしのほうを向むく。

「なんていうか……人ひとと人ひとって、うまくいくタイミングっていうのが、あるじゃん？　それを逃のがしてほしくないなーって。おれの勝かっ手てなおせっかいだけど」

　天てん神じんくんの目めは、とても優やさしかった。

　そっか……。

　もしかして、もしかしたらだけど。

　ほんの少すこしタイミングが違ちがってたら、『ほのちゃんと天てん神じんくんが付つき合あう』っていうことも、あったのかもしれないのかな。

　それは想そう像ぞうできないけど、天てん神じんくんが言いってるのは、たぶんそういうことだ。

　これまでずっと、悠ゆう馬まとなかよくしてきたのに、こんなふうに気きまずくなって、これっきり遠とおざかっちゃうのは、やっぱり淋さびしい。

　なにかたくらんでるのかなって疑うたがっちゃったけど、天てん神じんくんは天てん神じんくんなりに心しん配ぱいしてくれてたんだ。

「ありがと。でも、ただの幼おさななじみ離ばなれの時じ期きってだけだから」

「そっか……。まぁ友ともだちとしてでも、普ふ通つうに話はなせるようになればいいな」

　天てん神じんくんの気きづかいがわかるから、いまはただ、それが嬉うれしかった。
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　天てん神じんくんが、ちほちゃんのほうに行いってしまって、あたし──麻ま友ゆは、坂さか木きくんのそばで展てん示じを見みていた。

　ちほちゃんがバスで言いってたとおりになって、恥はずかしいけど、嬉うれしくもある。

　この班はんになったときは、仲なかのいい女じょ子しがいなくて、ちょっと不ふ安あんだった。

　だけど、坂さか木きくんといっしょになれてラッキーだった！

　ちほちゃんもほのかちゃんもいい子こだし、班はん活かつ動どうが楽たのしいものになったんだ。

　どうやったら、もっと坂さか木きくんと親したしくなれるかなって、毎まい日にち考かんがえてた。

　これまできっかけが掴つかめなかったけど、班はん活かつ動どうをがんばって、自し然ぜんと距きょ離りを近ちかづけることができた。

「坂さか木きくん、ねえ、あれすごくない？」

「ほんとだ。でっけーなぁ」

　ちょっとの間あいだだけど、二人ふたりっきりになれるなんて！

　あたしは、となりで絵え巻まき物ものを見みつめる坂さか木きくんを、こっそり見みつめた。

　いっしょにいられるのが嬉うれしくて、心こころが飛とび跳はねてしまいそう。

　見みた目めは、超ちょう絶ぜつイケメンってわけじゃない。

　どこにでもいそうな男だん子し。

　だけど、サッカーはうまいし、一いち部ぶで人にん気きがある。

　って、そもそも、顔かおで好すきになったわけじゃないけど！

　どうしてあのとき、坂さか木きくんはあたしのことを、助たすけてくれたんだろう。

「……坂さか木きくんって、世せ話わ焼やき系けい？」

「は？」

　思おもわず聞きいちゃって、あたしはあわてた。

「ほらっ！　よく、ちほちゃんに、勉べん強きょう教おしえてたし！」

　あぁバカ。

　いつも見みてたみたいな言いい方かたしちゃった！

　変へんに思おもわれたらどうしよう。

「……千ち帆ほは、世せ話わの焼やける幼おさななじみだからな」

　でも坂さか木きくんは、普ふ通つうに返へん事じをしてくれた。

　あたしは、ほっと一ひと安あん心しんする。

「あと、あの試し合あいの日ひだって、あたしのこと……」

　悪わる口くちを言いわれて、ショックを受うけていたあたしを、はげましてくれた。

　坂さか木きくんが、なんて答こたえるのかドキドキして、言こと葉ばがあいまいになっちゃう。

　もし……。

　もし、あたしを少すこしでも、トクベツに思おもってくれてるなら。

　あたし、舞まい上あがっちゃうから。

　坂さか木きくんは、「あぁ」と言いって、なんのことかわかったみたい。

「だって、見みかけだけで人ひとを判はん断だんするなんて、失しつ礼れいだろ。知しらないヤツだからって、傷きずつけていい理り由ゆうにはならないと思おもうし」

　胸むねが、きゅっとなった。

　やっぱり、守まもってくれたんだ。

　坂さか木きくんが悪わる口くちを聞きいたのは、あのときだけかもしれない。

　あたしが、こういう顔かおをしてるせいで、ときどきいやな思おもいをすることもあるなんて、きっとだれも知しらないと思おもう。

　みんな、あたしのこと、「かわいくていいよね」って言いうもん。

　でも、その見みた目めのせいで、先せん入にゅう観かんをもたれたり、わざと、いやなことを言いわれたりしたら。

　傷きずつかないわけじゃないんだ。

　それを、どうして、坂さか木きくんはわかってくれるんだろう？

「……前まえ、似にたようなことがあってさ」

　話はなし始はじめた坂さか木きくんに、あたしは目めを向むけた。

　坂さか木きくんは、すごく優やさしい表ひょう情じょうをしていた。

「陰かげ口ぐち言いわれてた子こに、俺おれ、なんにもできなくて……。だから、羽はね倉くらさんのこと、ほっとけなかったんだ」

　それって……。

　期き待たいしてもいいの……？

　この気き持もちを、伝つたえてしまおうかな。

　幸さいわい、近ちかくにはだれもいない。

　だれにも聞きかれないはずだ。

「あの…………坂さか木きくん」

　振ふり向むいた坂さか木きくんと目めが合あって、少すこしひるみそうになってしまう。

　でも。

　あたしは、小ちいさく息いきを吸すい込こんだ。

「……あたしと、付つき合あって、くれないかな」

「え？」

　ぎゅっと自じ分ぶんの両りょう手てを握にぎって、坂さか木きくんを見みあげた。

「あたしっ、坂さか木きくんが好すき！　あたしと付つき合あってほしいの！」

　坂さか木きくんは、驚おどろいたのか目めを見み開ひらいている。

　心しん臓ぞうがどくんどくん言いってる。

　破は裂れつしちゃいそう！

　坂さか木きくんが口くちを開ひらく。

「俺おれは……」

　好すきな人ひとの、『好すきな人ひと』になりたい。

　坂さか木きくんの『トクベツ』になりたいんだ。
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　お昼ひるごはんは、博はく物ぶつ館かんの中なか庭にわか、エントランスで食たべていいってことになっていた。

　いつものなかよしグループに合ごう流りゅうするって言いうまゆちゃんと別わかれて、私わたしは中なか庭にわで、ほのちゃんと二人ふたりで、お弁べん当とうを食たべていた。

　ちょっと、様よう子すのおかしかったまゆちゃんが気きになったけど、大だい丈じょう夫ぶかな？　あとで聞きいてみよう。

　中なか庭にわに降ふりそそぐ日ひ差ざしはあったかくて、私わたしたちはベンチに座すわってのんびりしていた。

　私わたしは、さっき天てん神じんくんに言いわれたことを、考かんがえてしまう。

「千ち帆ほちゃん、なんか、ぼーっとしてるけど、大だい丈じょう夫ぶ？」

「あっ、うん」

　いつの間まにか、はしが止とまってしまっていた。

　ほのちゃんもまゆちゃんも、私わたしから見みると、あこがれの女おんなの子こ。

『主しゅ人じん公こう』キャラだ。

　二人ふたりには、すてきな『王おう子じ様さま』がいる。

「ほのちゃんと天てん神じんくんが、付つき合あう未み来らいも、ありえたのかなぁって」

「えぇ!?　なにそれー!?」

「いやいや！　ほのちゃんが村むら瀬せ先せん輩ぱいひとすじなのは、わかってるんだけどね！　タイミングの問もん題だいっていうか……」

　私わたしがもしあのとき……白しら雪ゆき姫ひめの劇げきのとき、陰かげ口ぐちを聞きいてなかったら……。

　こんなにも、ヒロインや王おう子じ様さまについて、いろいろ考かんがえることもなかったのかな。

　私わたしははしを下おろして、ほのちゃんの顔かおをのぞき込こんだ。

　いままで、この話はなしは、だれにもしたことがない。

　でもいま、ほのちゃんに伝つたえてみようって思おもった。

「私わたしね、ほのちゃんのこと、『主しゅ人じん公こう』だと思おもってるんだ」

　どういうこと？とほのちゃんは、首くびをかしげてくる。

　どう言いったらいいのかな。

　私わたしは、空そらをあおいだ。

「『主しゅ人じん公こう』はトクベツで、絶ぜっ対たいにハッピーエンドになれるの」

　小しょう学がく生せいのとき、私わたしは平へい凡ぼんだって言いわれたときのことを、思おもい出だした。

　それまでは、物もの語がたりの主しゅ人じん公こうに憧あこがれて、私わたしもヒロインになりたいって思おもってた。

　いつか私わたしにも、きっと王おう子じ様さまが現あらわれるんだって。

「でもね……私わたしは『主しゅ人じん公こう』じゃない。地じ味みで平へい凡ぼんな私わたしは、ただの『友ゆう人じんＡエー』なんだって、あるとき気きづいたんだ」

　考かんがえてみれば、当とう然ぜんだ。

　物もの語がたりのヒロインは、美び人じんだったり、かわいかったり、なにか特とく技ぎがあったり。

　私わたしみたいな、なんの取とり柄えもない女おんなの子こじゃなかった。

「だからね、ほのちゃんとか、まゆちゃんみたいに、『主しゅ人じん公こう』タイプの女おんなの子こを、一いち番ばんそばで応おう援えんするのが、大だい好すきなんだよね」

　自じ分ぶんがヒロインになれなくても、そばで見み届とどけることはできる。

　それって、すごく楽たのしいことだったんだ。

　だけど……。

　ほのちゃんが、私わたしの両りょう手てを取とって、ぎゅっと握にぎりしめてくる。

「わたし、自じ分ぶんのこと、『主しゅ人じん公こう』だなんて思おもったことないよ。引ひっ込こみ思じ案あんだし、千ち帆ほちゃん以い上じょうに平へい凡ぼんな子こだと思おもう。でもね」

　ほのちゃんは、そこで言こと葉ばを切きって、まっすぐに私わたしを見みてきた。

　あれ？

　ほのちゃんって、こんなに意い志しの強つよそうな目めをする子こだったっけ？

「千ち帆ほちゃんが、わたしのことをいつも『好すき』とか『かわいいよ』って言いってくれるから……。わたしも、ちょっとだけでも、自じ分ぶんのことを信しんじてみようって思おもえるんだよ。力ちからがわいてくるっていうか……。だから、わたしが『主しゅ人じん公こう』に見みえるなら、それは千ち帆ほちゃんのおかげだよ」

　私わたし、これまでいろんなことが、見みえてなかったのかもしれない。

　ううん、見みようとしてなかったのかも。

　ほのちゃんは、守まもってあげたい『主しゅ人じん公こう』で。

　悠ゆう馬まは、うるさい幼おさななじみだって。

　私わたしは平へい凡ぼんそのものな『友ゆう人じんＡエー』で。

　勝かっ手てな思おもい込こみで、フィルターをかけて、世せ界かいを見みていたのかも。

「だから、わたしが言いうね。……わたしから見みたら、千ち帆ほちゃんは、充じゅう分ぶん『主しゅ人じん公こう』だよ。だって、わたしの、あこがれの女おんなの子こだもん。絶ぜっ対たいに、千ち帆ほちゃんにも、ハッピーエンドが待まってるよ」

　強つよい風かぜが吹ふいて、視し界かいが一いっ気きに開ひらけたようだった。

　ほのちゃんが、私わたしのことを『主しゅ人じん公こう』にしてくれる……？

　私わたしも、自じ分ぶんのことを『主しゅ人じん公こう』だと思おもっていいの……？

　他ほかでもない、ほのちゃんがくれた言こと葉ばだ。

　私わたしが信しんじなくて、だれが信しんじるっていうの？

「ねぇ千ち帆ほちゃん。千ち帆ほちゃんが『主しゅ人じん公こう』だとしたら、だれと結むすばれたい？　だれが千ち帆ほちゃんの『王おう子じ様さま』だと思おもう？」

「えっ、そんなこと……」

「千ち帆ほちゃん、だれに、となりにいてほしい？」

　となりにいる、という言こと葉ばで、パッと悠ゆう馬まの顔かおが思おもい浮うかんだ。

　なんだか顔かおが熱あつくなってくる。

　あれ？　なんで……？

　えっ、でも……。

「ね、だれの顔かおが、思おもい浮うかんだ？」

　まるで見み透すかしたように、にっこり笑わらうほのちゃん。

　私わたしは思おもわず、熱あつくなったほっぺたを両りょう手てで押おさえた。

「……ほのちゃんは、知しってたの？　私わたしの気き持もち……」

「うん、親しん友ゆうだからね」

　ほほえまれて、恥はずかしくなってくる。

　自じ分ぶんの想おもいにようやく気きがついて、なんだかいっぱいいっぱいなんだ。

「そっか……」

　私わたし、悠ゆう馬まのことが好すきだったんだ。

　近ちかくにいすぎて、気きづかなかった。

　お母かあさんから、「あんまりいっしょにいると、からかわれるんじゃない？」って言いわれたときも。

　まゆちゃんから、悠ゆう馬まのことを好すきって聞きいたときも。

　胸むねが痛いたんだのは……私わたしが、悠ゆう馬まのことを、好すきだから。

　気きづいたら、なにもかもが腑ふに落おちた。

　そこで、はっとした。

「ていうかほのちゃん！　いつから私わたしの気き持もちに気きづいてたの!?」

「えっ？　いつからっていうと難むずかしいけど……。見みてればわかったっていうか」

「も、もしかして、悠ゆう馬まも、私わたしの気き持もちに気きづいてる……？」

「ううん、それはないと思おもう」

　きっぱり言いい切きるほのちゃんに、ぽかんとしてしまった。

　目めをぱちくりさせる私わたしに、ほのちゃんはにっこり笑わらいかけてきた。

「わたしの角かく度どから、見みた感かんじだけどね。大だい丈じょう夫ぶだよ」

「そう、なのかな……」

　悠ゆう馬まは、なにを考かんがえてるんだろう？

　幼おさななじみ離ばなれって言いわれたけど、もう話はなしもしたくないって、思おもわれてるのかな……？

　そんなのは……。

　私わたしは、ぐっとこぶしを握にぎった。

「ほのちゃん。私わたし、悠ゆう馬まと話はなしてくる。このまま話はなせなくなるなんて、絶ぜっ対たいいやだから……。また前まえみたいに、悠ゆう馬まと笑わらって話はなしができるようになりたい」

　ほのちゃんがまた、きゅっと私わたしの両りょう手てを握にぎってきた。

「きっと伝つたわるよ。千ち帆ほちゃん、がんばってね」

「うん！　ありがとう！」




　私わたし、ヒロインになりたい。

　できることなら、悠ゆう馬まのヒロインに。

　ガラスの靴くつも、だれもが聞きき惚ほれるような歌うた声ごえも、持もってないけど。

　ねぇ、悠ゆう馬ま。

　あのときの言こと葉ば、もう一いち度どだけ、信しんじてみてもいい？

「俺おれにはお前まえがちゃんと、白しら雪ゆき姫ひめに見みえるよ」って、言いってくれたよね。

　悠ゆう馬まの目めには、まだ私わたしがお姫ひめ様さまに見みえてる？

　あの言こと葉ばはきっと、白しら雪ゆき姫ひめ役やくを、ちゃんと演えんじられてるって意い味みだったんだろうけど。

　だけど……。

　私わたし、悠ゆう馬まの『トクベツ』になりたいんだ！
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　校こう外がい学がく習しゅうの集しゅう合ごう時じ間かんまで、まだ少すこしある。

　急いそいでお弁べん当とうを食たべ終おえた私わたしは、ほのちゃんに見み送おくられて、悠ゆう馬まを探さがしに走はしった。

　中なか庭にわで食たべてる子こが多おおかったけど、その中なかに悠ゆう馬まの姿すがたはなかった。

　エントランスのほうかな？

　メッセージを送おくってみようかなって思おもったけど、なんとなく、自じ分ぶんで見みつけたかった。

　ちゃんと向むき合あってくれるか、不ふ安あんは少すこしある。

　ずっと、さけられていたから。

　なにから話はなせばいいかな？

　しおらしく話はなしを切きり出だすと、お前まえの柄がらじゃないって、からかわれるかもしれない。

　からかわれてもいい。ちゃんと話はなしを聞きいてくれるなら。

「ちほちゃん！」

　呼よび止とめられて、私わたしは振ふり返かえった。

　この声こえは……。

「まゆちゃん」

　そうだ。彼かの女じょのことも、あったんだった。

　まゆちゃんには、悠ゆう馬まのことを、ただの幼おさななじみだって言いった。

　あのときは、たしかにそう思おもってた。

　まだ自じ分ぶんの気き持もちに気きづいてなかったし、まゆちゃんのことを応おう援えんする気き持もちは、本ほん物ものだった。

「あ、あのね、ちょっと、話はなしがあって……」

　まゆちゃんは、やっぱり様よう子すがおかしかった。

　どうしたんだろう？

　なかよしグループで、なにかあったのかな？

「えっと、あの……。あたし、だれにも聞きかれたくない話はなしがあって……」

「じゃあ、あっちのほうに行いく？」

　私わたしたちは、そろって、ひと気けの少すくないところへと向むかう。

　なにか悪わるいことがあったというよりは、恥はずかしがってる様よう子すだ。

　悠ゆう馬まとなにかあったのかな。

　さっき、なかよさそうに話はなしていた二人ふたりだ。

　それでもおかしくない。

　どうしよう……。

　いまさら、「ただの幼おさななじみとは思おもってない」とは、言いえない雰ふん囲い気きだ。

　私わたしが、まゆちゃんのライバルになるなんて、覚かく悟ごができてなかった……。

「あのね、坂さか木きくんのことなんだけど……」

　悠ゆう馬まの名な前まえが出でてきて、ドキッとした。

　なにを言いわれるんだろう……？

　まゆちゃんは、恥はずかしそうにもじもじしていて。なかなか続つづきを言いわない。

　その様よう子すさえもかわいくて、さっきまでの私わたしの勢いきおいが、どんどんなくなっていくのがわかる。

「あたし、坂さか木きくんに、告こく白はくしたの」

　一いっ瞬しゅん、言いわれた意い味みが、わからなかった。

　たしかに言こと葉ばは耳みみに入はいってきたのに、頭あたまが理り解かいするのを、拒きょ否ひしているみたい。

　心しん臓ぞうが、バクバクする。

　なにか、なにか言いわなきゃ……。

「それで、返へん事じは……？」

　私わたし、普ふ通つうの顔かおをしていられたかな。

　さっきまでは、遠とおくにみんなの声こえが聞きこえていたはずなのに、いまはしんとしている。

　まゆちゃんの声こえしか聞きこえない。

　私わたしの問といかけに、まゆちゃんは花はなが咲さいたように華はなやかに笑わらった。

「付つき合あってくれるって！」




　──ヒロインの恋こいは、ハッピーエンドを迎むかえる。




　あぁ、やっぱり。

　まゆちゃんは『ヒロイン』で。

　私わたしは『友ゆう人じんＡエー』。

　どんなに魔ま法ほうをかけてもらったって、『友ゆう人じんＡエー』は、『主しゅ人じん公こう』にはなれないんだ。

　もっと早はやくに、自じ分ぶんの気き持もちに気きづいていたら、なにかが変かわっていたかな。

　私わたしはタイミングを逃のがしちゃったんだ。

　私わたしはやっぱり、『友ゆう人じんＡエー』でしかない。

　そう打うちのめされていた。


──『一年ねん間かんだけ。④』につづく
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　こんにちは、安芸あき咲さく良らです。

　みなさんの応おう援えんのおかげで、３巻かんが出でました！

　ありがとうございます！

　今こん回かいは、千ち帆ほちゃんのお話はなしです。

　ほのちゃん大だい好すき千ち帆ほちゃんが、どう思おもいながら過すごしてきたのか、楽たのしんでもらえたら嬉うれしいです。

　新しんキャラ麻ま友ゆちゃんはどうでしょうか？

　好すきになってもらえるといいんだけど……。

　このあとに、ほのちゃんとつかさ先せん輩ぱいのお話はなしがあります。

　高こう校こう生せいになった先せん輩ぱいと、ほのちゃんは、うまくやっていけるのか!?

　なにやら障しょう害がいがあるようだけど……？




　つばさ文ぶん庫このホームページへの感かん想そうやファンレターを、いつもありがとうございます。

　お手て紙がみには、お返へん事じをしたいので、住じゅう所しょとお名な前まえを忘わすれずに書かいてくださいね～。

　時じ間かんがかかっちゃうかもしれないけど、待まっててください！

　担たん当とうの青あお山やまさん、いつもお世せ話わになっております。

　毎まい回かい、悩なやみながら書かいているので、アドバイスや励はげましのお言こと葉ばが、ありがたいです。

　そして花か芽が宮みやさん、今こん回かいも素す敵てきなイラストを、ありがとうございます。

　表ひょう紙しのラフは、スマホとタブレットの壁かべ紙がみにさせていただきました。

　どれも捨すてがたかったです……。

　それから、この本ほんが出でるにあたって関かかわってくださった全すべての方かた々がたに、感かん謝しゃの気き持もちを申もうし上あげます。

　恩おん返がえしができるよう、がんばります。

　それでは、また次つぎの本ほんでお会あいできますように。


安芸あき咲さく良ら　
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　つかさ先せん輩ぱいが高こう校こう生せいになって、わたしが中ちゅう学がく二年ねん生せいになった春はる。

　わたし、工く藤どう穂ほ乃の香かは、放ほう課か後ごの帰かえり道みちを急いそいでいた。

　今日きょうは、つかさ先せん輩ぱいと待まち合あわせているんだ。

　わたしも先せん輩ぱいも午ご前ぜん中ちゅうで授じゅ業ぎょうが終おわりだったから、『放ほう課か後ごデート』しようってことで。

　学がっ校こう帰がえりに先せん輩ぱいに会あえるなんて、それだけでテンションが上あがっちゃうよね。

「いそげ、いそげ～」

　待まち合あわせは、わたしの中ちゅう学がっ校こうと、先せん輩ぱいの高こう校こうの、中ちゅう間かんくらいのところにあるファストフード店てん。

　明日あしたも授じゅ業ぎょうがあるから、遠とお出ではできない。

　だけど、先せん輩ぱいといっしょにいられるなら、どこだってハッピーだ！

　それに……。

「あっ、ほのちゃーん！」

　お店みせの前まえには、もう先せん輩ぱいが来きていて、わたしに向むかって大おおきく手てを振ふっている。

　わたしも手てを振ふり返かえして、駆かけ寄よった。

　先せん輩ぱいは、高こう校こうの制せい服ふく姿すがた！

　少すこし大人おとなっぽいデザインで、先せん輩ぱいがぐんとかっこよく見みえる。

　制せい服ふくでデートするのは久ひさしぶりだったから、それも楽たのしみだったんだ。

　……あれ？

　先せん輩ぱいのとなりに、だれかいる……？

「ごめんなさい、待またせちゃって」

「俺おれも、いま来きたとこだから、大だい丈じょう夫ぶだよ」

　そう言いって向むけられた笑え顔がおに、さらにドキドキしてしまった。

　付つき合あいだしてからだいぶ経たつけど、先せん輩ぱいを見みるたびに好すきの気き持もちが増ふえてしまう。

　おかしいかな？

　でも、止とめられないんだ！

「村むら瀬せ、その子こ、だれ～？」

　そう尋たずねてきたのは、先せん輩ぱいのとなりにいた女おんなの子こ。

　だれかいるなって思おもっていたけど、先せん輩ぱいの知しり合あいだったんだ。

　大人おとなっぽいサイドアップの髪かみに、ぱっちりとした目め、すらっとした手て足あし。

　そして……先せん輩ぱいと同おなじ高こう校こうの制せい服ふく。

「ほのちゃん、この子こは、俺おれのクラスメイトの本ほん庄じょう」

「こ、こんにちは」

　わたしはあわてて頭あたまを下さげた。

　わたしが来くるまで、いっしょに過すごしていたのかな？

「そして、こっちの子こが……」

　そう言いって、先せん輩ぱいは口くちごもってしまった。

　先せん輩ぱいのほうを見みると、恥はずかしそうな顔かおをして、目めを泳およがせている。

　……『彼かの女じょ』って紹しょう介かいされるのかな？

　なんだか緊きん張ちょうしちゃう！

「俺おれの中ちゅう学がっ校こうの後こう輩はいで、その……」

　でも、先せん輩ぱいは、口くちごもっている。

　本ほん庄じょうさんが、にまにましながら見みてくるけど、わたしはなにも言いえなかった。

　そのとき、本ほん庄じょうさんが手てに持もってたスマホが、ピロンと大おおきな音おとを立たてた。

　本ほん庄じょうさんは、スマホを見みて「あっ！」と声こえをあげる。

「ごめん、あたし、早はやく帰かえらなきゃいけないんだった。村むら瀬せ、また明日あしたね！」

　そう言いって足あしばやに帰かえっていってしまった。

　残のこされたわたしたちの間あいだに流ながれるのは、気きまずい空くう気き。

　うぅ、ちょっとモヤモヤしてしまう。

　デートなのに、どうして他ほかの女おんなの子こといたの？

　なんて考かんがえが浮うかんで。

「とっ、とりあえず、お店みせに入はいろうか」

「はい……」

　先せん輩ぱい、なんで本ほん庄じょうさんにわたしのこと、紹しょう介かいしてくれなかったのかな……。

　モヤモヤしながら、わたしは先せん輩ぱいに続つづいてお店みせの中なかに入はいった。
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　引ひっかかるけど、ずっとへこんでもいられない。

　先せん輩ぱいとは、たまにしか会あえないんだ。

　先せん輩ぱいの高こう校こうは遠とおいし、部ぶ活かつをやっている先せん輩ぱいは、帰かえりが遅おそくなる。

　平へい日じつは、メッセージのやり取とりだけだ。

　せっかく会あえたときくらい、めいっぱい楽たのしまなきゃ！

「うちの高こう校こうのバスケ部ぶって、強つよいらしくて、がんばらなきゃなーって感かんじだよ」

　先せん輩ぱいは、新あたらしい生せい活かつが楽たのしそう。

　わたしも二年ねん生せいになって、後こう輩はいができたし、来らい年ねんの受じゅ験けんに向むけて忙いそがしくなってくるんだろうな。

　でも、そこには、先せん輩ぱいはいない。

　去きょ年ねんまでみたいに、楽たのしそうな先せん輩ぱいの姿すがたを、校こう内ないで見みかけることはできないんだ。

　高こう校こうでは、先せん輩ぱいに彼かの女じょがいるってことを知しらない人ひともいるかもしれない。

　わざわざ、言いって回まわるようなことじゃないもんね。

　……さっきの本ほん庄じょうさんって、すごく大人おとなっぽい人ひとだった。

　高こう校こう生せいなんだから、あたりまえだけど。

　それに比くらべて、わたしは中ちゅう学がく生せいで、あの人ひとからしたら、すごく子こどもっぽく見みえたかも。

　先せん輩ぱいと会あうまでの弾はずんだ気き持もちは、すっかり迷まい子ごになってしまった。

　……なんで、二年ねん早はやく生うまれてこなかったのかなぁ。

　思おもわず、ため息いきがこぼれてしまった。

「ほのちゃん、どうかした？」

　先せん輩ぱいが聞きいてきて、はっとした。

　いけない、いけない！

　うっかり、考かんがえ込こんでしまっていた。

「いえっ、大だい丈じょう夫ぶです！」

　落おち込こんでるヒマはないって、考かんがえたばかりだったのに！

　……でも、一つだけ、聞きいてみてもいいかな。

「先せん輩ぱい、さっきいっしょにいた本ほん庄じょうさんって、なにか用よう事じだったんですか？」

　わたしは、なんでもなさそうに聞きいた。

　嫉しっ妬としてるなんて、思おもわれたくない。

　心こころのせまい女おんなの子こだって思おもわれたくないもん！

「帰かえり道みちで、たまたま通とおりかかったらしいよ。家いえが近ちかくなんだって」

「そう、なんですね！」

　ほら、先せん輩ぱいの顔かおには、やましそうなところは、どこにもない。

　本ほん当とうに偶ぐう然ぜんだったんだ。

　勝かっ手てに嫉しっ妬として、勝かっ手てに落おち込こむなんて、ダメだよね！
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「そろそろ出でよっか。ほのちゃん、うち来くる？」

　おたがいのジュースがなくなったところで、先せん輩ぱいが切きりだした。

「あっ、でも稔みのるがいるかも……」

　二人ふたりでどよーんとなってしまった。

　みのるくんっていうのは、先せん輩ぱいの三つ年とし下したの弟おとうとくん。

　顔かおは先せん輩ぱいに似にていて、かわいいんだけど……。

「が、がんばります……」

　実じつはわたし、みのるくんから嫌きらわれてるんだよね……。

　春はる休やすみに、初はじめて先せん輩ぱいの家いえに遊あそびに行いったんだけど、お兄にいちゃんっ子このみのるくんは、わたしを敵てき視ししているみたいだったんだ。

　なんとかなかよくなりたいんだけど、なかなか難むずかしくて……。

　今日きょうこそ、あいさつくらいはできたらいいな！

　気きを引ひきしめながら、先せん輩ぱいのとなりを歩あるいた。

「あれ？」

　角かどを曲まがったところで、ちょろちょろっと動うごくものが見みえた。

　それは、クリーム色いろのポメラニアンだった。

　まだ子こ犬いぬみたいで、道みちの端はしからこっちを見みている。

「かわいい～！」

　子こ犬いぬは、てってってっと近ちか寄よってきた。

　先せん輩ぱいが、ポメラニアンの前まえにしゃがみ込こむ。

「どこの子こだろう？」

　そう言いった瞬しゅん間かんだった。

「ワンワンワン！」

　その子こ犬いぬが、勢いきおいよく吠ほえだした。

　先せん輩ぱいに向むかって、いかくしているみたい。

「うわ！」

　びっくりして、先せん輩ぱいはのけ反ぞる。

　子こ犬いぬは吠ほえるのをやめて、わたしのほうに、すり寄よってきた。

　わたしはその子こを抱かかえ上あげた。

　抱だき上あげても、まん丸まるの目めでわたしのことを、おとなしく見みている。

「……俺おれと態たい度どちがいすぎない？」

「な、なんででしょうね……。あ、この子こ、男おとこの子こです」

「こいつー！」

「先せん輩ぱい、落おち着ついてー！」




　わたしは、わんちゃんをよく見みてみる。

　首くび輪わをしているから、ノラ犬いぬではなく、飼かい犬いぬなんだと思おもう。

　先せん輩ぱいへの態たい度どはともかく、人ひと懐なつっこくはあるから、きっとそうだ。

「迷まい子ご、だよね？」

「たぶん……。飼かい主ぬしさんらしき人ひとも、見み当あたらないですし」

　きょろきょろしてみるけど、まわりに人ひとの姿すがたはない。

　この子こ、どこから来きたんだろう？

　腕うでの中なかのわんちゃんを見み下おろしてみるけど、くりくりとした目めで見み上あげてくるだけだ。

「首くび輪わに迷まい子ご札ふだは、ついてないね」

「飼かい主ぬしさんを、探さがしてみますか？」

　わたしと先せん輩ぱいは、顔かおを見み合あわせる。

　そして深ふかくうなずき合あった。
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　とりあえず、近ちかくに飼かい主ぬしさんがいないか、探さがしてみることになった。

　だけど、わんちゃんを探さがしていそうな人ひとは、見み当あたらない。

「遠とおくから来きたんでしょうか？」

「うーん、でも子こ犬いぬの足あしで、あんまり遠とおくからっていうのも考かんがえにくいよねぇ」

「たしかに……」

　わんちゃんは、おとなしくわたしの腕うでに抱かかえられている。

　まだ小ちいさな子こ犬いぬだ。

　抱だっこ慣なれしているみたい。

　お散さん歩ぽで会あったことがある人ひとがいれば、飼かい主ぬしさんを知しっているかもしれないけど……。

　わたしはわんちゃんを顔かおの位い置ちまで抱かかえ上あげて、目め線せんを合あわせた。

「きみ、どこから来きたんですか～？」

　ワン！と一ひと声こえ吠ほえられるけど、もちろん言こと葉ばは通つうじない。

　通つうじればよかったんだけどなぁ。

　二人ふたりでうーんと考かんがえ込こむ。

「警けい察さつに届とどけるしかないかなぁ」

　先せん輩ぱいがそう言いった瞬しゅん間かん、わんちゃんはワンワンワン！と勢いきおいよく吠ほえだした。

　わたしも先せん輩ぱいも、びっくりしちゃった。

「言こと葉ばがわかってるみたいだね」

「本ほん当とうに……」

　偶ぐう然ぜんだろうけど、タイミングがよすぎた。

　そして、この吠ほえる感かんじ、どこかで見みたことがあるような……。

「あっ」

　それに思おもい当あたって、思おもわず声こえを上あげちゃった。

　先せん輩ぱいが振ふり返かえる。

「どうしたの？　見みつかった？」

「いえあのっ……えっと、なんでもないです……」

　言いっていいか迷まよって、言こと葉ばをにごしてしまう。

　言いえやしないよー！

　この吠ほえる感かんじが、みのるくんにそっくりだなんて！

　前まえに千ち帆ほちゃんがそう言いってたのを、思おもい出だしてしまった。

　先せん輩ぱいは、人ひとなつっこい柴しば犬いぬ。

　みのるくんは、よく吠ほえるポメラニアン。

　兄きょう弟だいそろってワンコ系けいなんだなぁって思おもったら、思おもわず吹ふき出だしてしまうところだった。

「警けい察さつは、いやみたいですね」

「だね。おまえ、帰かえり道みちくらい教おしえてくれよ～」

　そう言いって先せん輩ぱいは、わんちゃんのあごをぐりぐり撫なでた。

　わんちゃんは、撫なでられて気き持もちよさそう。

　ちょっとは、先せん輩ぱいにも慣なれてくれたのかな？

　なんだかその様よう子すもみのるくんみたいで、ほほえましい気き分ぶんになってくる。

「ミルー！」

　そのとき、足あし音おととともにそんな声こえが聞きこえてきた。

　角かどを曲まがって飛とび出だしてきたのは……。

「あれ、本ほん庄じょうさん？」

　そう、さっき会あった本ほん庄じょうさんだった。

　本ほん庄じょうさんは、わたしの腕うでの中なかのわんちゃんを見みつけて、「ミル！」と声こえを上あげた。

　もしかして、飼かい主ぬしさん？

「その子こ、うちの子こなの。ちょっと目めを離はなしたすきに、玄げん関かんを出でてっちゃって……。見みつかってよかった～」

　本ほん庄じょうさんに手てわたすと、ミルくんは勢いきおいよくしっぽを振ふって、本ほん庄じょうさんの顔かおをなめた。

　もうっと言いいながら、本ほん庄じょうさんはミルくんを地じ面めんに下おろして、首くび輪わにリードを付つける。

「飼かい主ぬしが見みつかってよかったよ」

「探さがしてくれてたんだね。ありがとう。散さん歩ぽに行いかなきゃいけないから早はやく帰かえったのに、ミルにはやられたよ」

　本ほん庄じょうさんは、しゃがみ込こんだまま、ミルくんの耳みみの後うしろを両りょう手てで挟はさみ込こむけど、ミルくんは、ワン！と吠ほえて、気き持もちよさそうにしている。

　というか、名な前まえまでみのるくんに似にている……。

　わたしはまた笑わらいそうになっちゃった。

　本ほん当とうに、見みつかってよかったなぁ。

　ミルくんも、やっぱり飼かい主ぬしさんと会あえて、嬉うれしそう。

　だけど、ご機き嫌げんでしっぽを振ふっているミルくんに、先せん輩ぱいはむーっとしかめっ面つらだ。

「その子こ、俺おれめっちゃ吠ほえられたんだけど」

「そうなの？　うち家か族ぞくが女おんなばっかりだからかなぁ。お父とうさんにも、あんまり懐なついてないんだよね」

　そうだったんだ。

　なぞが解とけてすっきりしたけど、先せん輩ぱいはなんだか納なっ得とくがいってなさそう。

「ごめんね、せっかくのデートだったのに」

　デートと言いわれて、わたしはちょっと飛とび上あがっちゃった。

　やっぱり気きづかれていたよね!?

　先せん輩ぱい、なんて答こたえるんだろう？　やっぱり、恥はずかしいのかな？

　ちらっと見みると、目めが合あった。

　先せん輩ぱいは意いを決けっしたように、本ほん庄じょうさんのほうに、向むき直なおる。

「本ほん庄じょう、あのさ！」

　大おお声ごえを出だした先せん輩ぱいは、わたしの手てを、ぐいっと引ひいた。

　つかさ先せん輩ぱい……？

「この子こ、俺おれの彼かの女じょ！　ほのちゃん！　さっき、照てれちゃって紹しょう介かいできなかったから……」

　わたしはびっくりして、目めをぱちくりさせることしかできない。

　顔かおが真まっ赤かになっているのが、自じ分ぶんでもわかる。

「やっぱり彼かの女じょなんだ！　そんな気きがしたんだよね～」

　そう言いわれちゃって、わたしはますます視し線せんを上あげられない。

　本ほん庄じょうさんは、ふふっと笑わらう。

「お似に合あいのカップルだね」

　その言こと葉ばに、なんだかじわじわと嬉うれしさが胸むねに込こみ上あげてきた。

　そう見みえるのかな？

　わたしだけが子こどもっぽい、なんてことない？

「でしょ？　俺おれたち、最さい強きょうのカップルだから！」
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　先せん輩ぱい!?

　な、なにを言いってるの!?

「バカップルじゃーん！」

　本ほん庄じょうさんにけらけら笑わらわれて、わたしはたじたじだ。

　じゃあねと言いって、本ほん庄じょうさんは帰かえっていく。

　わたしの手ては、まだ先せん輩ぱいと繫つながれたままだ。

　このあとどうしたらいいんだろう!?

「あっ、あの、先せん輩ぱい……飼かい主ぬしさん、見みつかってよかったですね」

「うん、まさか本ほん庄じょうさんちの子こだとは思おもわなかったけど。見みつかってよかった。それに、ほのちゃんもあらためて紹しょう介かいできたし」

　その言こと葉ばに、思おもわず先せん輩ぱいを、まじまじと見みつめてしまった。

　わたしの視し線せんに気きづいて、こっちを向むいた先せん輩ぱいは、照てれくさそうにはにかむ。

「さっきは恥はずかしくて、ちゃんと紹しょう介かいできなかったから……。不ふ安あんにさせちゃったかなーって」

　先せん輩ぱい、気きづいてくれてたんだ……。

　それが嬉うれしくて、照てれくさくて、目めを逸そらしてしまう。

「もしかして、逆ぎゃくにイヤだった!?　それならごめん！」

　わたしの態たい度どをかんちがいした先せん輩ぱいが、あわてたように言いってくる。

　今こん度どこそ、吹ふき出だしてしまった。

「ちがいますよ！　その、嬉うれしかったです」

「よかった……。ほのちゃんは、俺おれの大だい事じな彼かの女じょだからね」

　そう言いってくれる先せん輩ぱいが愛いとおしくて、わたしたちは顔かおを見み合あわせて笑わらった。
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　そのまま手てを繫つないで、先せん輩ぱいの家いえへと向むかった。

　もう不ふ安あんなんて、どこかに飛とんでいってしまっている。

　あらためて、先せん輩ぱいと付つき合あってるんだなぁって、実じっ感かんしちゃった。

「あっ、工く藤どう穂ほ乃の香かっ！」

　家いえに近ちかづいたところで、ちょうど帰かえってきたみのるくんと鉢はち合あわせた。

　みのるくんは駆かけ寄よってきてキャンキャン吠ほえるけど、わたしはどうしてもミルくんを思おもい出だしてしまう。

　笑わらいをこらえているわたしを、先せん輩ぱいはふしぎそうな目めで見みてくる。

　わたしは先せん輩ぱいの耳みみ元もとに、口くちを寄よせた。

「みのるくんとミルくん、ちょっと似にてません？」

　こっそりそう言いうと、先せん輩ぱいは思おもいっきり吹ふき出だした。

　つられて、わたしも笑わらってしまう。

「さっき、それを言いおうと思おもったんです」

　笑わらい出だしたわたしたちに、地じ団だん駄だを踏ふんだのは、みのるくんだ。

「なに笑わらってんだよ、工く藤どう穂ほ乃の香かっ！」

　だめだ、やっぱりよく吠ほえるポメラニアンだ……！

　そう思おもったら、憎にくまれ口ぐちもかわいく見みえてくる。

　キャンキャン吠ほえてくるみのるくんを、ミルくんみたいに撫なでたくなっちゃった。

　ちょっと吠ほえられたくらいじゃ、もう気きにしないもんね。

　いつかきっと、さっきのミルくんみたいに、わたしにも懐なついてもらうんだから！
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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